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戸木田嘉久教授の略歴と著作目録
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１９６２年４月

１９６５年４月

１９６９年度

１９７２ ・７３年度

１９７６ ・７７年度

１９７９年度

１９８４年３月

１９８５ ・８６ ・８７年度

１９８９年３月

　福岡市に生まれる

　福岡商業学校卒業

　福岡高等商業学校卒業

　東亜燃料工業株式会杜入杜

　九州帝国大学法文学部経済学科入学

　東亜燃料工業株式会杜退杜

　九州帝国大学法文学部経済学科卒業

　財団法人九州経済調査協会調査部勤務

　財団法人九州経済調査協会退職

　九州産業労働科学研究所勤務（理事），事務局長

　九州産業労働科学研究所退職

　立命館大学経済学部助教授

　立命館大学経済学部教授

　立命館大学学生部長

立命館大学人文科学研究所所長

立命館大学経済学部長，経済学研究科長

　立命館大学教学担当常務理事

　経済学博士（立命館大学）

　立命館大学副学長（教学担当常務理事）

　立命館大学経済学部定年退職

（７２１）



３３８ 立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　　　　　　　　　　　　　学　会　活　動

杜会政策学会幹事，土地制度史学会評議員を歴任，現在に至る

経済理論学会会員，日本科学者会議会員

　　　　　　　　　　　　　　著　　　　　書

『供出制度の農家経営に及陵す影響の調査』　　九州経済調査協会　１９４７年

『農家租税負担の研究』　　　　　　　　　　九州経済調査協会　１９４９年

（以上『九経調研究業績　総目録』１９７２年６月による，現物不明）

『戦後における九州石炭産業と合理化』Ｐ．１～４０９　丁研究報告』Ｎｏ． １９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州経済調査協会　１９５２年３月

『戦後における九州石炭産業と合理化（抄録）』Ｐ．１～２２　ｒ研究報告』Ｎｏ．２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州経済調査協会　１９５３年１月

『戦後九州における過剰人口問題　　その流動形態を中心にして　　』

　ｐ１～１５３　『研究報告』Ｎｏ４１　　　　　　九州経済調査協会　１９５４年５月

『首切りはかく行われた　　希望退職の分析　　』Ｐ７～３０

　　　　　　　　　　　　　　　日本炭鉱労働組合九州地方本部　１９５４年

『九州地方における鉄鋼産業の労働力構成』

　（鉄鋼労連第７回定期大会１９５５年３月２８－３１日）

　日本鉄鋼産業労働組合，同九州地方委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州産業労働科学研究所　１９５５年

『中小炭鉱失業者の生活実態調査（第一次中間報告）』ｐ．１～５５

　　日本炭鉱労働組合九州地方本部 ・九州産業労働科学研究所編　１９５５年５月

『失業老　　カ：■テラは消えず　　』

　日本炭鉱労働緯合九州地方本部 ・九州産業労働科学研究所編　ｐ．１～３１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五月書房　１９５５年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２２）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３３９

『八幡地区における下請中小企業の状態』八幡地区労働組合協議会　ｐ．１～２９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州産業労働科学研究所　１９５５年１２月

『杵島炭鉱の経理分析　　 「経営白書」批判と資料　　』ｐ１～２４

　　　　　　　　　　　　　　　　杵島炭鉱労働組合給与対策部　１９５６年１２月

『学習テキスト』その１

「自由化政策の下における炭鉱合理化の本質と三池闘争」ｐ５～１９

　　　　　　　炭労三池闘争現地指導委員会，三池炭鉱労働組合　１９６０年１０月

『再建案提案理由に対する経理面からみた反論と問題点及び

　昭和３０年～３５年決算書』　　　　　　　　　大辻炭鉱労働組合　１９６１年

『会杜提示案に対する分析と反論』　　　宇部興産炭鉱労働組合　１９６１年１月

『労働組合はとう変るか　　三池闘争をへて　　』ｐ１～２９４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三一書房　１９６１年２月

『答申案と会杜の方針　われわれのたたかいのみち（討議資料）』ｐ．１～６８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇部輿産炭鉱労働組合　１９６１年１２月

『労働問題』第一分冊 ・第二分冊　ｐ．１～７３　　　　　　玄文杜　１９６４年

『学習　現代の合理化読本』　　　　　　　　　　　　労働旬報杜　１９６４年４月

『現代の合理化と労働運動』ｐ．１～５１０　　　　　　　労働旬報杜　１９６５年３月

『合理化問題入門』労旬新書　ｐ．１～１９０　　　　　　労働旬報杜　１９５９年１２月

『労働問題』（講義テキスト）ｐ１～２１４　　　　　　　　　雄潭杜　１９７０年

『ｒ合理化」のはなし』『青年のための杜会科学１５』Ｐ．１～１６８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本青年出版杜　１９７２年２月

『杜会変革と労働組合運動』ｐ１～３２９　　　　　　　　大月書店　１９７４年６月

『労働組合論』（講義案　第一分冊）ｐ．１～１３６　　　　　　玄文杜　１９７５年

『働くものと部落問題』ｐ１～２７９　　　　　　　部落問題研究所　１９７６年２月

『現代資本主義と労働者階級』ｐ１～４５０　　　　　　　岩波書店　１９８２年１月

『ＭＥ　ｒ合理化」と労働組合』Ｐ．１～３３４　　　　　　　大月書店　１９８６年７月

『九州炭鉱労働調査集成』ｐ．１～４４０　　　　　　　　法律文化杜　１９８９年３月

『戸木田嘉久著作集』全五巻

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２３）



３４０　　　　　　　　　　立命館径済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

第１巻『日本の労働組合運動』３００ｐ　　　　　　労働旬報杜　１９８８年１２月

第２巻『賃金「合理化」と労働運動』３２０ｐ　　　労働旬報杜　１９８９年２月

第３巻『労働運動と国民生活』３００ｐ労働旬報杜　　（刊行予定）１９８９年４月

第４巻『戦後史における労働運動』３００ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　労働旬報杜　（刊行予定）１９８９年６月

第５巻『労働運動の理論的諸問題』３００ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　労働旬報杜　（刊行予定）１９８９年８月

編　　著　　書

『現代の労働組合運動３　搾取の新しい形態と闘争の現段階』

　「現代の労働組合運動」編集委員会編

　　「発達した資本主義国における労働組合運動の現段階」ｐ．２～１１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９７２年１２月

『巨大企業における労働組合７　現代の労働組合運動』同上編

　「日本における『企業別組合』の評価と展望」ｐ１～５６大月書店　１９７６年１１月

『現代社会政策』　吉村朔夫，戸木田嘉久編（有斐閣双書）

　「労働組合と労働 ・社会政策　　経済的民主主義への課題と

　　関連させて　　」ｐ１７３～１９８　　　　　　　　　　有斐閣　１９７７年６月

『堀江正規著作集　第４巻』　同著作集編集委員会編

　「『資本主義的合理化』解説」ｐ．２６９～３０１

　戸木田，北田，吉井による，戸木田の責任執筆　　　大月書店　１９７７年７月

『工場調査 ：巨大工場と労働者階級（上 ・下）』

　向笠良一 戸木田嘉久，木元進一郎，高木督夫編

　「右翼的潮流の社会経済的基盤の動揺」ｐ５５～１００（上巻）

　　戸木田嘉久，芹沢寿良共同執筆　　　　　　　新日本出版社　１９８０年１１月

『講座今日の日本資本主義』刊行パンフレット

　「座談会　現代日本資本主義分析に新風を

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３４１

　　『講座今目の目本資本主義』の刊行をめぐっ て」Ｐ．２～１５

　　　　（戸木田，中村，曄峻，宮本）　　　　　　　大月書店　１９８１年７月

『講座今日の日本資本王義』第７巻『日本資本王義と労働者階級』

　ｒ戦後日本資本王義の蓄積過程と搾取諸形態の展開」Ｐ９～５８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９８２年４月

『日本の労働組合運動』第１巻『労働組合運動の根本問題』

　「労働組合運動は現代の危機にどうたちむかうか」ｐ．７～５２

　　日本の労働組合運動編集委員会（第１巻編集責任　戸木田）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９８４年１０月

『日本の労働組合運動』第１巻『労働組合運動の根本問題』

　「第１巻の課題と構成」ｐ．１～６　　　　　　　　　　大月書店　１９８４年１０月

『現代の階級構成と所得分配』大橋隆憲先生追悼論文集

　　坂寄俊雄，戸木田嘉久，野村良樹，野沢正徳編

　「『資本論』と現代賃金論に関する覚書」ｐ３６～５６　　　有斐閣　１９８４年９月

『日本の労働組合運動』第５巻『労働組合組織論』

　「『日本の労働組合運動』完結にあた って」ｐ．３１５～３１８

　　　（同編集委員会名）　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９８５年６月

『基本的人権と労働者』　塩田庄兵衛，戸木田嘉久編

　「現代の基本的人権と労働組合運動の課題」ｐ．２４５～２８５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法律文化社　１９８５年１０月

『わたしの選択，あなたの未来

　　　　プロレタリアートヘのメ ソセージ１８　』３６７ｐ

　　　（同編集委員会，戸木田嘉久，木津川計，本多淳亮 ，

　　　　　　　　　　　村上恭介，寿岳章子，小林康二）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働旬報社　１９８６年６月

（７２５）



３４２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻　第４５号）

　　　　　　　　　　　　　共　　　　　著

「企業整備＝合理化と失業」

　『石炭産業平和再建会議』ｐ３１～４９　　　目本炭鉱労働組合編　１９５３年７月

「北九州水害の実態をつく　　ふるさとの山河を荒らす政治　　」　『日本経済

四季報』第２集（日本経済調査会編）ｐ２９７～３１０　　　大月書店　１９５３年９月

「闘いの記録 ・三井三池」

　『日本経済四季報』第３集（目本経済調査会編）ｐ２６０～２７３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５３年１２月

「九州にみる労働力移動と過剰人口問題」

　『日本経済四季報』第４集（日本経済調査会編）ｐ２４４～２５９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５４年３月

「恐慌下の筑豊炭田」

　『目本経済四季報』第５集（目本経済調査会編）ｐ２３６～２４９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５４年７月

「北九州における中小企業労働者の闘し　　平和経済への転換をめざして　　」

　『日本経済四季報』第６集（日本経済調査会編）Ｐ２３８～２５５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５４年９月

「石炭産業の技術的合理化と労働問題」

　『日本経済四季報』第１４集（日本経済調査会編）ｐ．１５５～１３９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５６年８月

「戦後九州の労働市場と過剰人口」

　『九州経済の現状』ｐ４１１～４７２　　　　　　九州経済調査協会　１９５６年１０月

「杵島闘争の評価と問題点　　新しい前進のために　　」

　『敵よりも一日長く ，統一と団結の九十六日』ｐ．３４３～３５６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杵島炭鉱労働組合　１９５８年４月

「炭鉱低賃金の構造的特質と搾取機構の特徴（戦後）」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３４３

　『賃金研究会の作業について』（堀江，黒川，正田，戸木田，吉村，三好）

　　　（「賃金綱領の具体的内容の骨子」の第５章）　　　　　　　１９５８年

「炭礪失業の諸問題」

　『生産性向上と杜会政策』杜会政策学会編　Ｐ．９９～１４０　有斐閣　１９５８年１０月

『国鉄志免鉱業所払い下げ問題の批判と提案（調査報告書）』

　（共同執筆 ・狭間源三，鈴木正里，正田誠一 戸木田嘉久）ｐ１～５９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国鉄労働組合　１９５８年１０月

「恐慌の進展と炭鉱労働運動の現段階」

　『日本経済四季報』第２３集　（日本経済調査会編）ｐ．３～２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９５８年１１月

『石炭資本の歴史的性格と合理化の資本家的課題』

　『長期政策委員会資料』Ｎｏ．１７

　　　　　　　　　　　目本労働組合総評議会　長期政策委員会　１９５９年

「住友独占系に列化された地方大手 ・杵島闘争の問題点」

　『炭鉱合理化の実態と労働老の闘い（上）』ｐ．４～６２

　　　　　　　　　　　日本労働組合総評議会　長期政策委員会　１９５９年

「古谷鉱業と美豊炭鉱の経理状況について」

　『美豊炭鉱調査報告書』（戸木田嘉久執筆）ｐ．１１～１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭労美豊炭鉱調査団　１９６０年７月

「経理上の問題点に関する論証資料」

　ｒ古河大峰炭鉱調査報告書』（調査団 ・野口 ，東海林，田中，光水 ，

　　　　　　　　　　　　　田原，中野，松下，正田，戸木田）１９６１年

「安定経営をめぐっ ての原価分析と今後の想定」

　『大正鉱業調査報告書』ｐ１２～２８　　　　　日本炭鉱労働組合　１９６１年９月

「世界労働組合運動の歴史」

　『学習のすすめ』第２集Ｐ．５９～９９

　　　　　　　　　　　　　自治労大阪衛星都市職員組合連合会　１９６３年６月

「現代の工不ルギー産業問題」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２７）



　３４４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『岩波講座　現代９現代の経済』ｐ．７７～１２０　　　　　岩波書店

「部落問題と炭鉱問題」

　『日本の諸科学と部落問題』第２回部落間題研究者全国集会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部落問題研究所

「戦後史のなかての労働組合運動」

　テレヒ 大学講座　テキストＯ　昭和４０年第２学期ｐ７８～８３

　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学 ・読売テレビ放送

「戦後日本における階級闘争の概観」

　『現代日本とマルクス主義１　日本資本主義分析』Ｐ２１７～２９８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木書店

「失業者の典型的な二事例」

　『北九州 ・筑豊　炭鉱閉山地帯失業者調査中間報告

　　　田川市郡失業者の諸類型　　』第５章第１節執筆

　　『大原杜会問題研究所資料室報』特別号Ｎｏ１１９　ｐ４１～５１

　　　　　　　　　　　　　　　　法政大学大原杜会問題研究所

「炭鉱労働者と私」

　『世に出ていく君たちに』ｐ８０～９２　　　　　　　　　汐文杜

「現代帝国主義と労働者階級」

　『マルクス経済学体系　皿　帝国主義論』ｐ２５０～２５４

「日本資本主義と労働におげる差別」

　『現代日本の杜会問題，３　支配と差別の杜会問題』ｐ２４５～３２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汐文杜

「現段階における『合理化』の特質　　分析の方法論的視角　　」

　『合理化と労働者階級』杜会政策学会年報第１４集ｐ．３～３２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶の水書房

「労働者の暮らし」

　『生活のなかの経済学』ｐ１１７～１３９　　　　　　　　　峯書房

「日本の労働組合　　その過去 ・現在 ・未来　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２８）

１９６４年４月

Ｐ．９１～９７

１９６４年７月

１９６５年４月

１９６６年２月

１９６６年５月

１９６６年６月

１９６６年９月

１９６７年３月

１９６７年６月

１９６８年５月



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３４５

　『労働組合運動の理論０　労働組合の役割』堀江正規責任編集ｐ９３～１６８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月書店　１９６９年９月

「序 ・現代日本の独占企業１」

『日本の独Ａ企業』Ｐ．５～５８　　　　　　　　　　新目本出版杜　１９６９年１２月

「住友金属工業株式会杜」（共同執筆）

　『日本の独占企業１』独占分析研究会ｐ．１２７～１５８新日本出版杜　１９６９年１２月

「決定権への挑戦　　意志決定と階級　　」

　『科学としての経済学　経済学基礎セミナー１』Ｐ１６６～１７９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有斐閣　１９７０年４月

「三井鉱山株式会杜」（野村秀文氏と共同執筆）

　『日本の独占企業３』独占分析研究会編Ｐ．１１～６６新日本出版杜　１９７０年７月

「株式会杜朝日新聞」

　『日本の独占企業５』独占分析研究会編ｐ．１５～７４新日本出版杜　１９７１年２月

ｒ炭労」

　『日本の産業別組合』岡崎三郎他著ｐ．２１～４９　総合労働研究所　１９７１年２月

「戦後変革と大衆闘争」

　『講座　日本の歴史８　日本帝国主義の復活』ｐ．９１～１２９

　　歴史学研究会 ・日本史研究会編　　　　　　東夙大学出版会　１９７１年３月

「現代日本の都市問題」

　『講座 ・現代日本資本主義』第２巻『経済』ｐ２５９～３０４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木書店　１９７３年５月

「戦後日本資本主義と労働者階級　　労働者の賃金　労働条件と生活　　」

　『現代　経済学入門』ｐ．２７７～３０６　　　　　　　　　　峯書房　１９７４年９月

ｒ特別講演　 フラノス労働総同盟（ＣＧＴ）の組合員教育」

　『転機にたつ労働組合運動と統一戦線』Ｐ．２４～３３

　統一労組懇主催 “秋の学習交流大集会”の記録

　　　　　　　　　　　　　　　統一戦線促進労働組合懇談会　１９７６年１月

「現段階における『合理化』の特質　　分析の方法論的視角　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２９）



３４６　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『合理化と労働者階級』ｐ．３～３２

　　　　杜会政策学会年報第１４集　　　　　　　　御茶の水書房　１９７６年６月

「労働貴族論」

　『新マルクス経済学講座』第６巻『戦後目本資本主義の階級構成』

　　（第２編　戦後目本の階級構成　第５章労働者階級の内部構成Ｅ）

　　ｐ２０２～２１５　　　　　　　　　　　　　　　　　有斐閣　１９７６年６月

「現段階における階級闘争の性格と展望」

　『新マルクス経済学講座』第６巻ｒ戦後目本資本主義の階級構成』

　　（第３編　諸階級の組織と運動 ・終章）ｐ３６７～３９４　有斐閣　１９７６年６月

「基調講演（１）国民的危機と労働組合運動　　統一戦線 ・経済民主主義をどう実

現するか　　」

　『転機にたつ労働組合運動と統一戦線』ｐ．４～１５

　統一労組懇主催　第２回 “秋の学習交流大集会”の記録

　　　　　　　　　　　　　　　　統一戦線促進労働組合懇談会　１９７７年１月

「労働運動と部落問題」

　『部落問題の学習　皿　国民の権利』Ｐ１５５～１７５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部落問題研究所　１９７７年４月

「＜記念論文＞自治体労働組合の基本的立場　　枚方市職労の３０周年によせて

　　」

　『枚方市職労の歩んだ道＜二十五年小史＞』ｐ１５５～１７２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚方市職員労働組合　１９７７年８月

「現代目本の労働者状態と杜会保障要求　　賃金の国際比較をつうじて　　」

　『労働者のくらしと杜会保障』角田豊，真田是編

　（総編集　坂寄俊雄，小倉嚢二，角田豊，真田是）

　　選書『現代の生活と杜会保障』Ｐ４８～７８　　　　法律文化杜　１９７７年１２月

「占領下の国家権力」

　『日本史¢す　現代』大江志乃夫編　有斐閣新書ｐ１５９～１８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有斐閣　１９７８年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３０）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３４７

「民主的経済政策の基本性格と労働者階級」

　『大企業の営業秘密』岩尾裕純編Ｐ２８６～３２６　　新日本出版杜　１９７８年５月

ｒ統一戦線運動と杜会保障闘争」

　『杜会保障と人権』窪田隼人，坂寄俊雄編ｐ．１９５～２２１　同文館　１９７８年５月

「経済的民主主義と協同組合運動」

　『生活協同組合と現代杜会』坂寄俊雄編ｐ．３～３８　法律文化杜　１９７８年１１月

「雇用 ・失業問題の展開過程」

　『労働問題の今目的課題』坂寄俊雄，塩田庄兵衛編ｐ７７～１２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有斐閣　１９７９年８月

「剰余価値論」

　『マルクス『資本論』の研究』（上）Ｐ．２２４～２７９　新日本出版杜　１９８０年９月

「今日の経済危機と貧困化の新しい段階」

　『現代の労働組合運動論講座　　真の労働戦線統一への道　　』

　　労働者教育協会編ｐ．５９～９３　　　　　　　　　学習の友杜　１９８２年８月

「資本主義杜会と労働者階級」

　『勤通大月報　第６期労働組合 ニュース』Ｎｏ．１ｐ．８～１５　　　　１９８２年１１月

「現代の『合理化』とその展開過程」

　　杜会政策学会年報　第２７集Ｐ．３～１５　　　　　御茶の水書房　１９８３年５月

「『構造調整』政策と婦人労働」

　１９８７『婦人白書』ｐ．４７～５２日本婦人団体連合会ほるぷ出版杜　１９８７年９月

辞　典　関　係

『経済学辞典』大阪市立大学経済研究所

執筆項目　請負制，苦汗制度　　　　　　　岩波書店　第１版　１９６５年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１版（新版）１９７９年

『大月経済学辞典』経済学辞典編集委員会編

　編集担当部分　労働問題，杜会問題（３８０項目）

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３１）



　３４８　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　執筆項目　労働組合，日本の労働組合，労働組合の組織形態

　　　　　　　企業別組合，生産管理闘争　　　　　　大月書店　１９７９年４月

『万有百科大辞典１１，政治 ・杜会』

　執筆項目　三池争議　　　　　　　　　　　　　　　　小学館　１９７３年１２月

『事典 ・日本労働組合運動史』　編集委員会世話人　戸木田，黒川，辻岡，田

沼

　執筆項目　はじめに

　　　　炭鉱「合理化」と三池闘争

　　　　　　「合理化」論の諸潮流

　　　　軍事費を削りくらしと福祉と教育の充実を　　大月書店　１９８７年７月

『杜会学事典』　見田宗介，栗原彬，田中義久編

　執筆項目　労働力，賃労働　　　　　　　　　　　　弘文堂　１９８８年２月

　　　　　　　　　　　　雑誌 ・学会誌等掲載論文

「三井田川におげる希望退職者の分析（１）　闘争批判の起点として　　」

　『月刊炭労』Ｎｏ４９ｐ．１～３　　　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５３年１１月

「希望退職者の分析（２）三井田川と杵島大鶴の場合」（川端久夫と共同執筆）

　『月刊炭労』Ｎｏ．５０ｐ．１６～２１　　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５３年１２月

「経済不況と労働者」

　『新聲』Ｎｏ４８ｐ．２～６　　　　　　　　　　国鉄労組志免支部　１９５４年６月

「低賃金政策と職階制べ 一ス賃金」

　『新聲』Ｎｏ．４９ｐ．１２～１５　　　　　　　　　国鉄労組志免支部　１９５４年１０月

「炭鉱労働者と失業反対闘争」

　『国民』　第６号ｐ．２７～３３　　　　　　　　　　　　国民杜　１９５４年１０月

「戦後九州におげる相対的過剰人口問題　　その流動形態を中心にして　　」

　『九州経済統計月報』Ｖｏ１９，Ｎｏ３ｐ１～１１　九州経済調査協会　１９５５年３月

「炭鉱地帯における失業問題」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３２）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３４９

　『経済評論』第４巻第４号　 ｐ．７７～８７　　　　　目本評論新杜　１９５５年４月

「九州における中小炭鉱失業者の状態　　九州炭労，九州産労『中小炭鉱失業

者調査』より」

　『国民の科学』　第７号　ｐ３１～３９　　　民主主義科学考協会　１９５５年９月

「アメリカ式労務管理と炭鉱労働者」

　『月刊　炭労』　第６６号　Ｐ２～１５　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５５年１１月

「炭鉱合理化と労働者」

　『旬刊　石炭通信』Ｎｏ．５２５ｐ．２６～３２　　　西日本石炭通信杜　１９５６年１月

「現在の４，８００万トン増産はどのような体制ですすめられているか」

　『調査と資料』第９号ｐ．１０～１７　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５７年３月

「戦後炭鉱における技術合理化　　労働過程の再編と搾取の強化　　」

　『調査と資料』第１２号ｐ．１８～２５　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５７年８月

「目経連の『賃金政策』批判」

　『ぽたはら』Ｎｏ．７ｐ．６～１６　　　　　　宇部輿産炭鉱労働組合　１９５７年１２月

「最近の資本蓄積と雇用問題」

　『経済評論』７巻１号Ｐ．５７～６６　　　　　　　　日本評論新杜　１９５８年１月

「“不況 ”は資本家側の宣伝か」

　『学習の友』通巻５５号ｐ４２～４７　労働者教育協会編学習の友杜　１９５８年５月

「戦後における炭鉱低賃金の構造と機構」

　『炭労「賃金綱領」作成のための基礎作業として』ｐ．１～２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５８年６月

「生産性向上運動と労働運動　　労働運動の当面する問題点」

　『労働法』第３０号ｐ．１９～３５　　　　　　　　労働法学研究所　１９５８年１２月

「炭鉱合理化の現段階と労働運動」

　『学習の友』通巻６３号ｐ．５６～６１　　　　　　　　学習の友杜　１９５９年１月

「炭鉱失業の現状と問題点」

　『月刊　炭労』Ｎｏ．１０２ｐ．３４～４６　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５９年１月

「炭鉱労使関係とその底流」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３３）



３５０　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『月刊　石炭経済』Ｖｏ１．３Ｎｏ．３ｐ．１２～１９　　　石炭経済研究所　１９５９年３月

「国鉄 ・志免炭鉱」

　『経済評論』８巻６号ｐ．１２１～１３２　　　　　　　日本評論新杜　１９５９年６月

「炭鉱危機と杜会化問題」

　『月刊　石炭経済』Ｖ
ｏ１．３Ｎｏ．８　　　　　　　石炭経済研究所　１９５９年８月

「志免炭鉱　うずまく払下問題を現地に見る」

　『月刊　労働問題』Ｎｏ１５ｐ４６～５２　　　　　　日本評論新杜　１９５９年８月

「石炭資本の歴史的性格と合理化の資本家的課題」ｐ．１～１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本労働組合総評議会　１９５９年８月

「ヤ刊こ働く人 々０」

　『エコノミスト』８月２５日号Ｐ４８～５１　　　毎日新聞杜　１９５９年８月２５日

「ヤマに働く人 々　」

　『エコノミスト』９月１目号Ｐ．４８～５１　　　毎目新聞杜　１９５９年９月１目

「ヤ刊こ働く人 々　」

　『エコノミスト』９月８目号ｐ４６～５０　　　　毎日新聞杜　１９５９年９月８目

「ヤマに働く人 々完」

　『エコノミスト』９月１５日号Ｐ．４８～５１　　　毎日新聞杜　１９５９年９月１５日

「合理化の現段階と中小炭鉱労働者の闘い（１）」

　『月刊　炭労』Ｎｏ．１１１ｐ．１４～１９　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５９年９月

「合理化の現段階と中小炭鉱労働者の闘い（２）」

　『月刊　炭労』Ｎｏ．１１２ｐ．１４～２０　　　　　　日本炭鉱労働組合　１９５９年１０月

「合理化の現段階と中小炭鉱労働者の闘い（３）」

　『月刊　炭労』Ｎｏ．１１３ｐ．３０～４３　　　　　目本炭鉱労働組合　１９５９年１１月

「独占資本と中小資本　　中小資本分析のための一つの覚え書　　」

　『思想』Ｎｏ４２８ｐ．４４～５９　　　　　　　　　　　　岩波書店　１９６０年２月

「ルポ　三井三池」

　『経済評論』第９巻第４号ｐ．１０６～１１４　　　　　日本評論新杜　１９６０年４月

「安保闘争と三池闘争」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３５１

　調査と資料『おおのうら』Ｎｏ．４ｐ．１１～１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　見島大之浦炭鉱労働組合　１９６０年６月

「転換点に立つ炭鉱労働運動」

　『旬刊　石炭石油通信』Ｎｏ．７００ｐ．２９～３５　　　　石炭通信杜　１９６１年１月

「『構造改革』論と労働組合運動」

　『経済評論』第１０巻第４号Ｐ．９６～１０８　　　　　目本評論新杜　１９６１年４月

「炭鉱災害の底辺」

　『月刊　労働問題』Ｎｏ３６ｐ６６～６９　　　　　　日本評論新杜　１９６１年５月

「失業反対闘争の現段階」

　『月刊　さんいち』第４巻第１０号（通巻３６号）ｐ．１１～１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三一書房　１９６１年１０月

「北九州工業地帯の構造分析　　その現状と方向　　」

　『経済評論』第１０巻第１１号ｐ．５４～６５　　　　　　日本評論新杜　１９６１年１０月

「最低賃金制をかちとろう　　統一路線をめさす北九州労働者」

　『学習の友』通巻１０２号ｐ．６～１３

　（戸木田嘉久，原晶彦共同報告）　　　　　　　　学習の友杜　１９６２年３月

基調報告「合理化と労働運動一一恐慌の下での労働者の闘い　　」

　「合理化と労働運動」特集ｐ．３～１２

　『勤労者教育』（別冊）（第二回働くものの　集会記念　　　　　１９６２年９月

「石炭危機の本質と石炭調査団の限界」

　『立命館経済学』第１１巻第４号ｐ１６～５２　立命館大学経済学会　１９６２年１０月

「『合理化』のなかの労働運動」

　『学習の友』通巻１０９号ｐ．３２～３８　　　　　　　　学習の友杜　１９６２年１０月

「＜今日の問題＞石炭調査団と役割と限界」

　『経済セミナー』Ｎｏ．７６ｐ．３８～４１　　　　　　　　日本評論杜　１９６２年１１月

「合理化反対闘争と教宣活動」

　『機関紙と宣伝』Ｎｏ．３５８ｐ．１８～３１　　　　　日本機関紙協会　１９６３年２月

「現段階の『合理化』と労働運動　　資本主義的『合理化』の歴史的

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３５）



　３５２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　検討とあわせて　　」

　『経済』（季刊）Ｎｏ．５ｐ．５４～７５　　　　　　　　新日本出版杜　１９６３年６月

「合理化と労働運動」

　『労働法律旬報』Ｎｏ．５１９ｐ．３～３１　　　　　　　　労働旬報杜　１９６４年３月

「最近の資本蓄積と低賃金構造（上）」

　『立命館経済学』第１３巻第３号ｐ１～２８　立命館大学経済学会　１９６４年８月

「最近の資本蓄積と低賃金構造（下）」

　『立命館経済学』第１３巻第４号ｐ６８～８８　立命館大学経済学会　１９６４年１０月

「資本蓄積と低賃金構造　　日本の低賃金は解消しつつあるか　　」

　（シリーズ開放体制下の賃金問題（６））

　『エコノミスト』１Ｏ月６日号　　　　　　　　毎日新聞杜　１９６４年１０月６日

「現段階の『合理化』と杜外工＝請負組夫問題」

　（特集　ひん発する労働災害によせて）

　『賃金と杜会保障』Ｎｏ．３５５ｐ．６～１３　　　　労働旬報杜　１９６５年７月上旬号

「新貧乏物語　　憲法と国民生活　　」

　『部落』Ｎｏ１９２ｐ４～２３　　　　　　　　　　部落問題研究所　１９６５年８月

「労働災害や合理化とどうたたかうか」

　『学習の友』Ｎｏ．１４３ｐ．１９～２５　　　　　　　　　学習の友杜　１９６５年８月

「現在の合理化の特徴と労働運動」

　『季刊　労働と教育』Ｎｏ７ｐ３～１１　　　　京都府民生労働部　１９６５年１２月

「独占資本の運動と賃金闘争　　その性格およぴ諸闘争との関連」

　『経済』Ｎｏ．２０ｐ．１９～２８　　　　　　　　　　　新目本出版杜　１９６６年１月

「現段階の『合理化』と国家の政策」

　『経済評論』第１５巻（通巻２１号）第４号ｐ．８～２０日本評論新杜　１９６６年３月

「労働者階級の革命的力量を評価する」

　『別冊　エコノミスト』（ｒ日本資本主義の体質と課題」）Ｐ１４０～１４６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日新聞杜　１９６６年４月

「『産業革命』以前における石炭鉱業の形成　　目本炭鉱労働者状態史の

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３５３

　ための覚書（１）」

　『立命館経済学』第１５巻第２号ｐ１～５８　立命館大学経済学会　１９６６年６月

「現局面の『合理化』の特徴と闘いの方向」

　『国公労　調査時報』Ｎｏ．３０ｐ．１～５

　　　　　　　　　　　　　　日本国家公務員労働組合共闘会議　１９６６年８月

「日本資本主義の原料問題と海外進出」

　『経済』Ｎｏ・２７ｐ・３５～５１　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９６６年８月

「現代の権利闘争の性格とその課題　現段階の経済情勢からみた権利闘争」

　『労働法律旬報』Ｎｏ・６１１ｐ・５～１０　　　　　　　　労働旬報杜　１９６６年１０月

「原料資源をめくる日米関係　　日本資本主義の原料問題と海外進出（ｎ）　 」

　『経済』Ｎｏ・３１ｐ・４５～６６ 　　　　　　　　　新日本出版杜１９６６年１２月

「炭労　　その残した歴史的教訓　　」

　『季刊　労働法』Ｎｏ・６２ｐ．１６７～１８０　　　　　総合労働研究所　１９６６年１２月

「『合理化』と賃金闘争」

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ・１１ｐ・１６１～１７０　　　　新日本出版杜　１９６７年２月

「戦後炭鉱労働運動の展開過程（１）」

　『立命館経済学』第１６巻　第１号　　　　立命館大学経済学会　１９６７年４月

「経営分析　三井鉱山株式会杜」

　『経済』Ｎｏ・３８ｐ－１９０～２０２　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９６７年６月

「労働組合と研究集会活動　研究集会活動を労働組合の

　経済主義的利益に従属させてはならない」

　『住民と自治』Ｎｏ５０ｐ１２～２１　　　　　　自治体問題研究所　１９６７年７月

「失業反対闘争の歴史的総括と展望　　失業者と就業者の統一戦線　　」

　『失業問題研究会報告草案（１）』ｐ１５～５９　全日本自由労働組合　１９６７年８月

「鉄鋼労働老の労働と生活　　八幡製鉄　　」

　『経済』Ｎｏ・４２ｐ・３１～４７　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９６７年１０月

「国民生活と人権」

　『部落問題を国民大衆のものに』ｐ．１５９～１６９

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３７）



３５４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　第１６回全国部落問題夏期講座報告　　　　　部落問題研究所

「戦後炭鉱労働運動の展開過程（２）」

　『立命館経済学』第１６巻第５ ・６号Ｐ．１１９～１５６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学経済学会

「失業反対闘争の歴史的総括とたたかいの方向（上）」

　『学習』４２号ｐ．８～２９　　　　　　　　　全日本自由労働組合

「労働者と資本家はなかよくできるか？」

　『学習の友』１７４号ｐ１９～２５　　　　　　　　労働者教育協会

「失業対策闘争の歴史的総括とたたかいの方向（下）」

　『学習』４４号ｐ．２３～４４　　　　　　　　　全日本自由労働組合

「『産業再編成』と雇用問題」

　季刊『労働と経済』Ｎｏ．１６ｐ．１６～２５　　　京都府民生労働部

「戦後労働組合運動の問題点　　戦後目本労働組合運動史の

　時期区分に関して　　」

　『目本史研究』第９７号ｐ．１２６～１４２　　　　　　　日本史研究会

「『大型合併』の基本的性格と労働組合運動」

　『賃金と杜会保障』Ｎｏ．４７１ｐ４～１６　　　　　　　労働旬報杜

「日本における世界企業の労働問題」

　『経済評論』臨時増刊Ｐ．４３～５５　　　　　　　　　日本評論杜

「現代の労資協調路線」

　『経済』Ｎｏ．５８ｐ．１２３～１３１　　　　　　　　　　新目本出版杜

「資本家の春闘対策あの手この手」

　『学習の友』１８６号ｐ４２～４９　　　　　　　　　　学習の友杜

「労働組合と春闘 ・７０年問題」

　『経済』Ｎｏ．５８ｐ．１３２～１４３　　　　　　　　　　新目本出版杜

「労働者階級の闘いと差別」

　［部落』第２６７号Ｐ１６～２６　　　　　　　　部落問題研究所

「７０年代と労働組合　特集　春闘を巡る情勢　経済情勢研究会」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３８）

１９６７年１０月

１９６８年２月

１９６８年２月

１９６８年２月

１９６８年３月

１９６８年３月

１９６８年４月

１９６８年９月

１９６８年１０月

１９６９年２月

１９６９年２月

１９６９年２月

１９７０年臨時号



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３５５

　『経済』Ｎｏ・７０ｐ．１７～３０　　　　　　　　　新目本出版杜１９７０年２月

「労働運動の右翼的『統一』論批判　　右翼化の動向とあわせて　　」

　『経済』Ｎｏ・７４ｐ・１０３～１１９　　　　　　　　新日本出版杜１９７０年６月

「労働運動の右翼的『統一』論批判（下）

　　　　　　　　　労働組合運動の階級的統一への条件と展望　　」

　『径済』Ｎｏ．７６ｐ．１１０～１１９　　　　　　　　新日本出版杜１９７０年８月

「関西地方在住の炭鉱離職者の就労と生活状態に関する調査報告」

　『立命館経済学』第１９巻５号ｐ７１～１３１　立命館大学経済学会　１９７０年１２月

「７０年代の労働力政策」

　『部落』第２２巻第１４号（通巻２６６号）ｐ２０～２９　部落問題研究所　１９７０年１２月

「最近の賃金の動向と問題点」

　『経済』Ｎｏ・８２ｐ・６９～７７　　　　　　　　」　新目本出版杜１９７１年２月

「現代の合理化と青年 ・中高年労働問題」

　季刊『労働と経済』Ｎｏ．２８ｐ．１３～１８　　　京都府民生労働部　１９７１年３月

「７０年代『合理化』の新しい展開」

　『学習運動』Ｎｏ．１６７ｐ．１～８　　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７１年５月

「国鉄『合理化』計画の基本的性格と反対闘争」

　『経済』Ｎｏ．８６ｐ．２０９～２１６　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７１年６月

「国家独占資本主義下の労働運動の課題はどう応えられたか

　　　　総評１９７１年運動方針を読んで」

　『賃金と杜会保障』Ｎｏ．５７２，５７３ｐ４１～４５　労働旬報杜　１９７１年７月中 ・下旬

「特集　沖縄 ・安保問題と職場　７０年代 ・資本との対決点～

　　沖縄協定で職場はどうなる」

　『学習の友』Ｎｏ．２１７ｐ．３６～４４　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７１年９月

「戦後日本資本主義の蓄積過程と相対的過剰人口

　　労働力『不足』論の階級的本質　　」

　『経済』Ｎｏ．８８ｐ．１８～３７　　　　　　　　　新日本出版杜１９７１年８月

「〔誌上公開〕夏の労働学校　第三講座　国家独占資本主義下の政策的諸問題

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３９）



３５６　　　　　　　　　　立命館径済学（第３７巻　第４５号）

　Ｉ民主的変革への政策課題」

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ．６７ｐ．７０～９５　　　　　　新日本出版杜　１９７１年１０月

「戦後の日本労働運動の特質（上）　主として戦前の

　労働組合運動との対比において」

　『人文科学研究所紀要』第１９号ｐ．１～２５

　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学人文科学研究所　１９７１年１２月

「関西地方在住の炭鉱離職者の就労と生活状態に関する調査報告（続）」

　『立命館経済学』第２０巻第５ ・６号ｐ１０６～１５５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学経済学会　１９７２年２月

「現段階の階級闘争　　７２年春闘の歴史的位置と展望　　」（無署名）

　『経済』Ｎｏ．９４ｐ．１１２～１２５　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７２年２月

「〔第２１回全国部落問題夏期講座報告〕第二講座　就職差別

　労働政策と就職差別」

　『部落』第２９５号Ｐ６０～６９　　　　　　　　部落問題研究所　１９７２年臨時号

「高等学校における進路保障の玩状と課題　　　『進路調査』の総合まとめ　　」

　『部落』Ｎｏ２８８ｐ７２～７３　　　　　　　　　部落問題研究所　１９７２年７月

「『実践的労働組合主義』批判一一統一拡大世話人会『統一路線

　試案』の問題点」

　『月刊　金属労働資料』通巻１０２号ｐ６～１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総評全国金属労働組合　１９７２年８月

「労働組合運動の政策的諸問題と闘争の基本方向」

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ．７７ｐ．２１～２５　　　　　　新目本出版杜　１９７２年８月

「〔誌上公開〕第一回夏の労働学校　講義２労働組合運動の当面している

　政策的諸問題　　現代の貧困にたちむかう日常的 ・制度的な ，

　およぴ国民的な生活擁護闘争への問題提起として　　」

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ．７９ｐ．３２～５５　　　　　　新日本出版杜　１９７２年１０月

「現代帝国主義と労働組合運動　　７０年代国際労働組合運動の位置と展望　　」

　『経済』Ｎｏ．１０２ｐ．１６１～１８５　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７２年１０月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４０）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３５７

「日本資本主義の局蓄積と賃金の国民的相違」

　『経済』Ｎｏ・１０７ｐ・１８～４７ 　　　　　　　　　新日本出版杜１９７３年３月

「〔古典の学習〕マルクス『労働組合 ・その過去，現在，未来』０」

　『学習の友』Ｎｏ・２３７ｐ．８２～８７　　　　　　　　　学習の友杜　１９７３年５月

「〔古典の学習〕マルクス『労働組合 ・その過去，現在，未来』　」

　『学習の友』Ｎｏ．２３８ｐ．８３～８８　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７３年６月

「日本資本主義の局蓄積と賃金の国民的相違」

　『損保調査時報』Ｎｏ．２６ｐ．３～８　　　　　　　　　　　　　　　１９７３年６月

「〔古典の学習〕マルクス『労働組合 ・その過去，現在，未来』　」

　『学習の友』Ｎｏ．２３９ｐ．８３～８８　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７３年７月

「現代労働運動とスト権闘争の位置」

　『労働法律旬報』Ｎｏ．８４０ｐ．４～１０　　　　　労働旬報杜　１９７３年９月上旬号

「部落問題基礎講座３　労働運動と部落問題」

　『同和教育運動』季刊３ｐ２１９～２２９　　　部落問題研究所　１９７３年秋季号

「〔第２２回全国部落問題夏期講座報告〕第二講座　労働者と部落解放

　　労働者階級の闘いと差別」

　『部落』第３０８号ｐ６８～８６　　　　　　　　部落問題研究所　１９７３年臨時号

「〔夏の労働学校〕講義ｎ　さまさまな反共主義 ・労資協調主義との闘争」

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ－９２ｐ．６８～１０１　　　　　新日本出版杜　１９７３年１０月

「差別攻撃を打破り職場を基礎に団結を」

　『学習の友』Ｎｏ．２４４ｐ．４９～５６　　　　　　　　　学習の友杜　１９７３年１２月

「杜会主義協会（向坂派）の『三池闘争』論批判」

　『経済』Ｎｏ．１１６ｐ．７８～９４　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７３年１２月

「労働貴族論にかんする若干の覚書」

　『立命館経済学』第２２巻　第５ ・６号Ｐ．１１０～１３８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学経済学会　１９７４年２月

「〔杜会民主主義経済論＠〕杜会主義協会（向坂派）の『三池闘争』論

批判（下）」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４１）



３５８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『経済』Ｎｏ．１１９ｐ．１０２～１１９　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７４年３月

「労働戦線の統一と統一戦線」

　［基礎 コース教科書　下』第６期ｐ５２１～５４８　勤労者通信大学　１９７４年３月

「『特定政党支持』の誤りを切る」戸木田嘉久，池ノ 谷吉春

　『学習の友』Ｎｏ．２５０ｐ．２５～３３　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７４年６月

「民主的経済政策と労働者階級」

　『経済』Ｎｏ．１２３ｐ．１８～３３　　　　　　　　　　新目本出版杜　１９７４年７月

「自治体労働組合運動の歴史によせて　　その過去 ・現在 ・未来　　」

　『人文科学研究所紀要』第２０号Ｐ．１～３０

　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学人文科学研究所　１９７４年８月

「翻訳　フランスにおける労働者とその家族の権利（１）

　　フランス労働総同盟『ポケ ヅト法律便覧』から　　」

　『立命館経済学』第２４巻第４号ｐ７５～１０６立命館大学経済学会　１９７５年１０月

「フランス労働組合運動を見聞して」

　『科学と思想』Ｎｏ．１９ｐ．１７２～１８６　　　　　　　新目本出版杜　１９７６年１月

ｒフラソス労働総同盟（ＣＧＴ）の組合員教育」

　丁転機にたつ労働組合運動と統一戦線』ｐ．２４～３３

　統一労組懇主催 “秋の交流大学習会”の記録

　　　　　　　　　　　　　　　　統一戦線促進労働組合懇談会　１９７６年１月

「翻訳　フランスにおける労働者とその家族の権利（２）

　　 フラソス労働総同盟『ポケ ヅト法律便覧』から　　」

　『立命館経済学』第２４巻第５ ・６号ｐ２０６～２３９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学経済学会　１９７６年２月

「経済的民主主義への労働組合運動の役割一一経済危機と労働組合運動　　」

　『経済』Ｎｏ．１４２ｐ．６２～８７　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７６年２月

「翻訳　フラソスにおける労働者とその家族の権利（３）

　　 フラ：／ス労働総同盟『ポケヅト法律便覧』から　　」

　『立命館経済学』第２５巻第１号ｐ１５４～１８２立命館大学経済学会　１９７６年４月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４２）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３５９

ｒ経済民主主義と労働組合運動」

　『学習の友』Ｎｏ．２７３ｐ．４８～５６　　　　　　　　　学習の友杜　１９７６年５月

「戦後民主主義と働くものの権利」

　『部落』第３４８号（臨時号）ｐ２４～３７　　　　　部落問題研究所　１９７６年１２月

「経済的危機と経済民主主義への道　　労働組合運動との関連で　　」

　『立命評論』Ｎｏ５６ｐ２９～４８　　　　　　　　立命評論編集部　１９７７年２月

「私たちの暮す杜会　　労働組合　般基礎教育（第二段階）　　」

　『会報』Ｎｏ．１３ｐ．６６～８０　　　　　　　　　　労働者教育協会　１９７７年４月

「産業分析　戦後日本の鉄鋼産業（１Ｖ）　　『合理化』攻撃と労働者の現状　　」

　『経済』Ｎｏ．１５６ｐ．７０～９０　　　　　　　　　新日本出版杜１９７７年４月

「現代資本主義と第二次大戦後の労働組合運動」

　『労働組合運動』ｐ．６７～１０５

　　　　勤労者通信大学教科書特別 コース　　　勤学者通信大学　１９７７年６月

「第２課の学習の重点」

　『月報』Ｎｏ．２ｐ．９～１５

　勤労者通信大学特別 コース＝労働組合運動　　勤学老通信大学　１９７７年７月

ｒわか国賃金問題との共通点，相違点　　『ＣＧＴ』文書に寄せての問題提起」

　『賃金と杜会保障』Ｎｏ．７３１ｐ．３２～３６　　　労働旬報杜　１９７７年１０月上旬号

「現代の労働組合の役割」

　『学習の友』別冊　学習テキストｐ．７２～８０

　　　＜労働者と労働組合＞　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７７年１０月

「経済的民主主義と協同組合運動」第９回生協研＜基調講演＞

　『季刊　生協労連』Ｎｏ．２８ｐ．５～２８　　全国生協労働組合連合会　１９７８年２月

「径済的民主主義と労働組合運動」

　『全運輸時報』Ｎｏ．６８ｐ．１１３～１３０　　　　　全運輸省労働組合　１９７８年３月

「特集　雇用　失業問題　最近の経済情勢と雇用 ・失業問題」

　『建設　般』Ｎｏ１９ｐ１０～１５　　建設　般全日本自由労働組合　１９７８年７月

「経済民主主義とはなにか」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４３）



３６０　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『学習の友』Ｎｏ．３０２ｐ．６４～７３　　　　　　　　　学習の友杜　１９７８年１０月

「経済民主主義との関連で闘争をとう見直すへきか」

　『学習の友』Ｎｏ．３０２ｐ．７５～７６　　　　　　　　　学習の友杜　１９７８年１０月

「右翼的潮流の客観的基盤の動揺」

　『労働運動』Ｎｏ．１５７ｐ．３４～４９　　　　　　　　新日本出版杜　１９７９年１月

「第７課の学習の重点」

　『月報』Ｎｏ．８ｐ．２～９

　勤労考通信大学第２期特別 コース＝労働組合運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤労老通信大学　１９７９年２月

「『合理化』と杜会政策」

　『季刊　労働法』別冊第５号ｐ．１６４～１７２　　　総合労働研究所　１９７９年５月

「国際比較 ・資本主義国の雇用 ・失業問題とわが国の特徴」

　現代労働問題研究会編（執筆代表　戸木田嘉久）

　『経済』Ｎｏ．１９０ｐ．６１～９１　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８０年２月

「労働者階級の主体形成に関して」

　『現代と思想』Ｎｏ．４０ｐ．６８～６９　　　　　　　　　　青木書店　１９８０年７月

「今目の経済危機と貧困化 ・生活不安問題」

　『経済』Ｎｏ．１９７ｐ．２～２９　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８０年９月

「貧困化の新しい段階と労働組合運動」

　『学習の友』Ｎｏ．３２６ｐ．７０～７７　　　　　　　　　　学習の友杜　１９８０年１０月

「ナショ ナルセンターと地域組織」

　『労働運動』Ｎｏ．１８１ｐ．６７～７２　　　　　　　　新日本出版杜　１９８１年１月

「現代の労働者階級と変革主体形成　　新しい労働者階級像を求めて　　」

　『科学と思想』Ｎｏ．４４ｐ．２～１６　　　　　　　　新日本出版杜　１９８２年４月

「経済民主主義をめざす国民諸階級の陣地構築」

　『経済』Ｎｏ．２１７ｐ．２６４～２８０　　　　　　　　新目本出版杜１９８２年５月

「日本の政党の労働組合論」

　『労働運動』Ｎｏ．２０１ｐ．７４～９１　　　　　　　　新目本出版杜　１９８２年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３６１

「経済危機下の日本の労働者状態」

　『経済』Ｎｏ・２２３ｐ・２０５～２２１　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８２年１１月

「雇用　失業問題の新たな局面」

　『団体交渉のための賃金資料』１９８３年版Ｐ，２３６～２３９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働総合研究所　１９８２年１２月

「『合理化』と民主的規制」

　『学習の友』春闘別冊Ｐ．８２～８６　　　　　　　　　学習の友杜　１９８２年１２月

「科学的杜会主義の創始者たちの労働運動と現代（上）」

　『経済』Ｎ０，２３１ｐ．１５４～１７１　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８３年７月

「科学的杜会主義の創始者たちの労働運動論と現代（下）」

　『経済』Ｎｏ・２３２ｐ・１２５～１５４　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８３年８月

「８４春闘　 これが宣伝のポイ１／卜　闘争課題の４つの争点」

　『宣伝と組織』Ｎｏ１４５ｐ１２～１６　　　日本機関紙協会京滋支部　１９８４年２月

「現代労働問題研究会　労働者階級の生活状態と意識状況」（執筆代表　戸木田）

　『科学と思想』Ｎｏ．５２ｐ．７４～９８　　　　　　　　　　青木書店　１９８４年４月

「今日の労働組合運動とイテオ ロキー闘争　　第九回学習組織

　　全国連絡会議ての基調講演　　」

　『労働者教育協会会報』Ｎｏ４９ｐ１～１７　　　労働者教育協会　１９８４年７月

「今日における経済闘争の役割」

　『労働運動』Ｎｏ．２２６ｐ．６８～７７　　　　　　　　新日本出版杜　１９８４年９月

「現代の日本の労働組合運動」

　勤労者通信大学第８期労組コースｐ．１１７～１５８勤労者通信大学　１９８４年１１月

「今日の労働組合運動の課題」（国鉄革同全国学習交流集会　講演）

　『革同情報』Ｎｏ．１０６ｐ．１７～３０　　　　　　　　　　革同会議　１９８５年１月

「情報化と労働者階級　　構成と状態の変化　　」

　『経済』Ｎｏ．２５７ｐ．１８～４１　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８５年９月

「独占の８０年代戦略と未組織労働者」

　『労働運動』Ｎｏ．２４０ｐ．４２～４９　　　　　　　　新日本出版杜　１９８５年１１月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４５）



３６２　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

「労働組合運動にとっ て今なぜ国際連帯か？」

　『世界労働情報』第６号ｐ２～７　　　統一労組懇国際委員会　１９８６年春季号

「戦後日本におげる階級構成の変化と労働者階級の状態（上）」

　　季刊『科学と思想』Ｎｏ．６０ｐ．９８～１２５　　　　新日本出版杜　１９８６年４月

「戦後目本における階級構成の変化と労働者階級の状態（下）」

　　季刊『科学と思想』Ｎｏ．６１ｐ８５～１２５　　　　新日本出版杜　１９８６年７月

「日本独占資本の『強さ』の秘密」

　『経済』Ｎｏ．２６７ｐ．１８～３５　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８６年７月

「労働組合の性格と任務」

　『国公労調査時報』Ｎｏ．２８３ｐ．　　　　　　　　　　　　　　　１９８６年８月

「反核平和の課題と労働組合運動」

　『労働運動』Ｎｏ．２４９ｐ．３４～４３　　　　　　　　新日本出版杜　１９８６年８月

「スポーツ特別入試の実施にあた って」

　『大学時報』Ｎｏ．１９１ｐ．１１２～１１６　　　　　日本私立大学連盟　１９８６年１１月

「産業構造転換政策に対する国民的運動の展望」

　『中小商工業研究』第９号ｐ．７～１６

　　　　　　　　　　　中小商工業全国交流研究集会実行委員会　１９８６年１２月

「資本蓄積論と玩代の貧困化」

　『経済』Ｎｏ．２７６ｐ．４９～７０　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８７年４月

「寄生性 ・腐朽性つよめる大企業利潤　　大企業の利潤をどう杜会的に

　還元させるか　　」

　『労働運動』Ｎｏ．２５７ｐ．１８８～１９９　　　　　　　新日本出版杜　１９８７年４月

「円局不況 ・産業『空洞化』と宣伝視点」

　『宣伝と組織』Ｎｏ１８４ｐ８～１５　日本機関紙協会京滋地方本部　１９８７年５月

「基礎理論　今日の経済情勢と『帝国主義論』」

　『学習の友』Ｎｏ．４０５ｐ．４４～５３　　　　　　　　　学習の友杜　１９８７年５月

「日本独占資本の新戦略と労働組合運動の課題」

　『建設』Ｎｏ．４６ｐ．３～２２

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３６３

　＜特集＞第１４回幹部学校　　　　　　　東京土建　般労働組合　１９８７年９月

「基礎学習　政府 ・財界の２１世紀戦略」

　『学習の友』Ｎｏ４１０ｐ．４８～５５　　　　　　　　　学習の友杜　１９８７年１０月

「深まる政治 ・経済の矛盾と危険な全民労連の役割」

　　月刊『労農のなかま』Ｐ．１４～２１　　　　　　　全農協労連　１９８７年１０月

「政府独占の２１世紀戦略と『連合』」

　『労働運動』Ｎｏ．２６５ｐ．３７～４７　　　　　　　　新日本出版杜　１９８７年１２月

「中林孝俊著『現代日本資本主義　　再編 ・展開 ・現段階』を読んで」

　『科学と思想』Ｎｏ．６７ｐ．２１４～２２７　　　　　　　新目本出版杜　１９８８年１月

「労働者階級は平和の戦士　　労働組合と反核 ・平和闘争　　」

　『学習の友』Ｎｏ４１７ｐ．６４～７１　　　　　　　　　学習の友杜　１９８８年５月

「時短を要求闘争のカナメに　　その重要性と宣伝視点　　」

　（対談）戸木田嘉久，吉田保（日本機関紙揚会京滋地本事務局長）

　『宣伝と組織』Ｎｏ．１７３ｐ．　　　日本機関紙協会京滋地方本部　１９８８年６月

「日本における労働者 ・国民の現状と闘い」

　『労働運動』Ｎｏ．２７３ｐ．１５２～１７９　　　　　　　新日本出版杜　１９８８年７月

「基礎学習　労働時間とは何か」

　『学習の友』Ｎｏ．４２１ｐ．６６～７３　　　　　　　　　学習の友杜　１９８８年９月

「ＭＥ革命は労働者階級を『変質』させるか」

　『科学と思想』Ｎｏ．７２ｐ．１８０～２１３　　　　　　　新日本出版杜　１９８９年４月

シンポジウム ・座談会

「戦後のくらしは良くな ったのか　　窮乏化論争をめくっ て

　　松川被告団にこたえる　　」（天達忠雄，戸木田嘉久，堀江正規）

　『学習の友』５３号ｐ．１４～２１　　　　　　　　　　　学習の友杜　１９５８年３月

「＜シンポジウム＞　日本における労働考階級の構成（第１回）」

（朝野勉，氏原正治郎，工藤晃，嶋津千利世，高木督夫，田沼肇，戸木田嘉久 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４７）



　３６４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　藤本武，堀江正規，渡辺武）

　『経済』（季刊）創刊号Ｐ．１３７～１５６　　　　　　新日本出版杜　１９６２年６月

「シソポジウム ・報告の部　現代の権利闘争の性格とその課題

　２　現段階における経済情勢からみた権利闘争」

　『労働法律句報』Ｎｏ．６１１ｐ．５～１０　　　　　　労働旬報杜　１９６６年１０月１５日

　１ ．問題提起（片岡鼻）

　３　合理化に伴う権利侵害 ・組織破壊と労働法上の問題（本多浮兄）

　４ ．新安保体制下の治安政策の特色と労働者の権利（宮内裕）

「シンポジウム ・討論の部　現代の権利闘争の性格とその課題をめぐっ て

　　　　権利闘争の担い手の組織 ・権利意識」

　Ｉ　企業内組合と権利闘争 ・権利意識

　皿 ．権利闘争の諸課題をめぐっ て

　皿．権利意識の定着をめぐっ て

　１Ｖ．分裂，第二組合をめぐっ て

　（宮内裕，本多浮兄，窪田隼人，戸木田嘉久，東中光雄，橋本敦，片岡鼻）

　『労働法律旬報』Ｎｏ．６１１ｐ．１９～３４　　　　　労働旬報杜　１９６６年１０月１５日

「＜シンポジウム＞　経営分析の成果と今後の課題（上）」

　（一ノ 瀬秀文，大沢督二，角瀬保雄，敷田礼二，戸木田嘉久 ，

　　戸田慎太郎，山口 孝， 湯浅克孝）

　『経済』Ｎｏ．８９ｐ．２１４～２３５　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７１年９月

「＜シンポジウム＞　経営分析の成果と今後の課題（下）」

　（一ノ 瀬秀文，大沢督二，角瀬保雄，敷田礼二，戸木田嘉久 ，

　　戸田慎太郎，山口 孝， 湯浅克孝）

　『経済』Ｎｏ．９０ｐ．２１７～２３５　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７１年１０月

「激動のなかの日本国家独占資本主義（報告　日本国家独占資本主義段階の

　諸矛盾と労働組合運動）」

　（池上惇，一ノ 瀬秀文，小野　　郎，加藤睦夫，戸木田嘉久，山口良行）

　『経済』Ｎｏ．９３ｐ．３４～７２　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７２年１月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４８）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　３６５

「７３春闘の焦点をえくる　　政府 ・独占の労働政策と労働組合運動　　」

　（池 ノ谷吉春，黒川俊雄，小島健司，戸木田嘉久）

　『経済』Ｎｏ．１０６ｐ．４９～７２　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７３年２月

「＜シソポジウム＞　政治革新と７４年春闘」

　Ｉ ．国際労働運動高揚の諸条件

　１ ．イソフレ ・石油危機下の７４年経済

　皿．７４年春闘と民主連合政府綱領

　（小森良夫，戸木田嘉久，林直道，堀江正規，山口良行）

　『経済』Ｎｏ．１１８ｐ．１４～４５　　　　　　　　　　新目本出版杜　１９７４年２月

「＜ シ１■ ポジウム＞　民主的改革と労働組合運動」

　Ｉ ．今日の情勢の特徴と労働者階級の状態

　ｎ ．民主的改革への政策提起

　皿　政策実現の組織と戦術

　（戸木田嘉久，向笠良一 田沼肇，堀江正規，辻岡靖仁，司会 ・明野進）

　『労働 ・農民運動』Ｎｏ．１００ｐ．４６～８１　　　　　新日本出版杜　１９７４年５月

「〔問答〕『特定政党支持』の誤りを切る」

　（戸木田嘉久，池 ノ谷吉春）

　『学習の友』Ｎｏ．２５０ｐ．２５～３３　　　　　　　　　　学習の友杜　１９７４年６月

「経済危機のもとでの労働組合運動」

　（高木督夫，中林賢二郎，戸木田嘉久）

　『労働運動』Ｎｏ．１２２ｐ．３４～５７　　　　　　　　新日本出版杜　１９７６年２月

「鼎談　経済危機の現段階と民主的打開の道」

　　青山四郎

　　工藤晃

　　戸木田嘉久　労働運動と民主的規制

　『経済』Ｎｏ．１５０ｐ．２～５１　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９７６年１０月

「労農同盟の今日的条件をさぐる（上）」

　（内山昂，小林節夫，金田一正，佐久間富郎，曄俊衆三，戸木田嘉久）

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４９）



３６６　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『経済』Ｎｏ．１４９ｐ．１４６～１６８　　　　　　　　　新目本出版杜　１９７６年９月

「労農同盟の今日的条件をさぐる（下）」

　（内山昂，小林節夫，金田一正，佐久間富郎，曄俊衆三，戸木田嘉久）

　『怪済』Ｎｏ．１５１ｐ．２０９～２３１　　　　　　　　新日本出版杜１９７６年１１月

「シンポジウム　国鉄『再建』民主化闘争の課題」

　（平井都士夫，ゴ上宏美，武藤久，徳沢一 戸木田嘉久）

　『労働法律旬報』Ｎｏ．９２８ ・９２９ｐ．３５～７５　　　　　労働旬報杜　１９７７年６月

「足もとからの民主的規制を」

　（平田貞治郎，小池信太郎，徳沢一 石沢賢二，三堀雅志，戸木田嘉久）

　『学習の友』Ｎｏ．３０２ｐ．７４～９１　　　　　　　　　学習の友杜　１９７８年１０月

「座談会 ・日本経済分析と労働者発達の諸条件　　　『講座 ・現代経済学』

　　全ハ巻の完結を記念して　　」

　（池上惇，上野俊樹，宇多直稀也，小野秀生，桜井香 ，

　森岡孝二，戸木田嘉久）

　『経済科学通信』３５号ｐ２～１６　　　　　基礎経済科学研究所　１９８２年７月

「シンポジウム　長期不況下の日本経済と労働者階級」

　（戸木田嘉久，北田芳治，山口 孝， 木下英二）

　『経済』Ｎｏ．２２６ｐ．８～３６　　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８３年２月

「座談会　目本経済の現局面と８４春闘」

　（戸木田嘉久，二宮厚美，深見謙介，春山明，工藤光喜）

　（経済』Ｎｏ．２３８ｐ．７７～１０８　　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８４年２月

「シソポジウム　８５年春闘をめぐる情勢の特徴と闘争の基本方向」

　（春山明，戸木田嘉久，北田寛二，大木一訓）

　『労働運動』Ｎｏ．２３０ｐ．２０９～２３９　　　　　　　新目本出版杜　１９８５年１月

「大型シンポジウム（労働運動創刊２０周年）いま問われる労働組合運動」

　（戸木田嘉久，春山明，沖健一 小林康二）

　『労働運動』Ｎｏ．２４６ｐ．６２～９９　　　　　　　　新日本出版杜　１９８６年５月

（７５０）



戸木田嘉久教授の略歴と著作目録 ３６７

『九州産労資料月報』掲載の論文（無署名）

ｒ１９４９年の九州労働運動　　回顧と展望　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９ｐ．１０～２７　九州産業労働科学研究所　１９５０年１月

「戦後賃金闘争の発展過程　　官公労を中心として　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ． １Ｏ　ｐ．２８～４４九州産業労働科学研究所　１９５０年２月

ｒ国鉄と三月闘争」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１１ｐ．２９～４４九州産業労働科学研究所　１９５０年４月

ｒわが国低賃金の実情とその基盤」

　ｒ九州産労資料月報』Ｎ０．１２ｐ．１～２４　九州産業労働科学研究所　１９５０年５月

「九州における産業労働の実態」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．１３ｐ．１～１２　九州産業労働科学研究所　１９５０年６月

「日立製作所の首切り攻撃を分析する」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１３ｐ．２９～４７九州産業労働科学研究所　１９５０年６月

ｒ最近の賃金問題と賃金闘争」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１４ｐ．１～１１　九州産業労働科学研究所　１９５０年７月

「新協約にみる資本攻勢の重点　それと如何に闘うか

　日経連『新労働協約の実態調査』より　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１５ｐ．５～３５　九州産業労働科学研究所　１９５０年８月

「三菱電気の新身分制度と昇格基準　　職階制度につく第二次資本攻勢　　」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．１６ｐ．２９～４０九州産業労働科学研究所　１９５０年８月

「炭臓に於ける労働協約の現状」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．１７ｐ．４７～５４九州産業労働科学研究所　１９５０年１０月

「炭畷に於ける労働協約の現状　その２」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１８ｐ．３４～５３九州産業労働科学研究所　１９５０年１２月

「退職金の性格とその組立て方」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１８ｐ．９５～１００九州産業労働科学研究所　１９５０年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５１）



　３６８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻　第４５号）

「退職金の性格とその組立て方　その２」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１９ｐ．４５～５２九州産業労働科学研究所　１９５１年１月

「炭磯に於ける労働協約の現状　その３」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２０ｐ．５６～６２九州産業労働科学研究所　１９５１年２月

「炭鉱の賃金闘争はいかに闘われたか」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２１ｐ．３～２０　九州産業労働科学研究所　１９５１年３月

「朝鮮戦争は日本経済に何をもたらしたか」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２２ｐ．１～１４　九州産業労働科学研究所　１９５１年４月

「資本家を縮みあがらせた港湾スト」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２３ｐ．５１～６０九州産業労働科学研究所　１９５１年５月

「朝鮮の和平によっ て日本経済はどうなるのか？」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２４ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所　１９５１年７月

「炭鉱の賃金闘争はどう進められているか」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２５ｐ．３～１０　九州産業労働科学研究所　１９５１年８月

「賃金体系はいかに改悪されてきたか　　日立製作所　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２５ｐ．１１～２０九州産業労働科学研究所　１９５１年８月

ｒ九州産労『第２３回研究会』の報告と討論　　秋季賃上げ闘争

　前進のために　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２６ｐ．３７～５３九州産業労働科学研究所　１９５１年９月

「九州産労１第１１回研究会１の報告と１１論能率給に関する諸問題（１ト」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ２７ｐ３～１８　九州産業労働科学研究所　１９５１年１０月

「九州産労『第２３回研究会』の結語に対する補足

　　　『職階給の本質』について　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２７ｐ．１９～２２九州産業労働科学研究所　１９５１年１０月

「炭鉱賃金闘争の記録　　炭鉱労働者は先頭に立 った　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．２８ｐ．１～２６　九州産業労働科学研究所　１９５１年１１月

「九州産労『第２４回研究会』の報告と討論　能率給に関する諸問題（２）

　　　保障給附能率給　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５２）



　　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３６９

　『九州産労資料月報』Ｎｂ．２９ｐ．１０～２２九州産業労働科学研究所　１９５１年１２月

「進展する日本再軍備」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３０ｐ・１～５４　九州産業労働科学研究所　１９５２年１月

「高松におけるカ ソペ採炭の実情　　基準能率は引上げられ
，

　賃金は低下した　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３２ｐ・１～７　九州産業労働科学研究所　１９５２年３月

「総同盟の『賃金闘争方針』と総評の『賃金綱領』」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３３ｐ・４２～４５九州産業労働科学研究所　１９５２年４月

「石炭産業の合理化に関する答申とその批判」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３４ｐ・２７～４２九州産業労働科学研究所　１９５２年５月

「三菱崎戸の能率と賃金の実態　　賃金は能率の上昇に及はない　　
」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３５ｐ・７７～８１九州産業労働科学研究所　１９５２年６月

「九州石炭産業はとのように発達してきたか　　九州石炭産業発達史　　 （第

一回）」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．３５ｐ．８２～９０九州産業労働科学研究所　１９５２年６月

「当面する恐慌の深化と合理化の狙い　　それは軍需生産推進の

　テコ 入れとなっ ている」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３６ｐ・１～２４　九州産業労働科学研究所　１９５２年７月

「九州石炭産業発達史（第２回　　石炭産業資本はいかにして

　確立したか（１トー一（明治維新から明治３０年代にかけて）」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３７ｐ・５１～５６九州産業労働科学研究所　１９５２年８月

「わが国の社会保障制度の現状　　社会保障制度の前進の為に　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３８ｐ・４９～５８九州産業労働科学研究所　１９５２年９月

「日本の生活水準の戦前及び国際比較」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・３９ｐ・２９～３８九州産業労働科学研究所　１９５２年１０月

「戦後における九州石炭産業と合理化（上）」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．３９ｐ．６１～８０九州産業労働科学研究所　１９５２年１０月

「Ｂ炭鉱における出炭能率と賃金分析　　炭鉱労組における

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５３）



３７０　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　調査活動の前進のために　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４０ｐ．６３～８０九州産業労働科学研究所　１９５２年１１月

「戦後における九州石炭産業と合理化（中）」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４０ｐ．８１～９４九州産業労働科学研究所　１９５２年１１月

「当面する賃金闘争の前進のために」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４１ｐ．５５～９２九州産業労働科学研究所　１９５２年１２月

「特集　炭鉱闘争の記録　　６３スト」（共同執筆）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４２ｐ．１～９２　九州産業労働科学研究所　１９５３年１月

ｒ戦後における九州石炭産業と合理化（下）」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．４２ｐ．９３～１１２九州産業労働科学研究所　１９５３年１月

「私たちは６０日のストをどう闘 ったか？　　貝島大之浦スト批判座談会　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．４３ｐ．８９～１１２九州産業労働科学研究所　１９５３年２月

「高炭価問題の焦点とその本質　　自衛生産には安い石炭を，　炭鉱独占資本

には最大の利潤を，その一切の犠牲をその一切の犠牲を労働者に　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．４４ｐ．４１～６４九州産業労働科学研究所　１９５３年３月

「炭鉱寮生は何を訴えるか　　大之浦三坑Ｋ寮において　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４４ｐ．６５～７５九州産業労働科学研究所　１９５３年３月

「恐慌の進展と雇用の趨勢　　雇用量の低下目立つ福岡県の諸産業　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４５ｐ．３６～４１九州産業労働科学研究所　１９５３年４月

「日炭高松の竪坑闘争はどう闘われたか　　その経験から何を学ぶか　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．４６ｐ．７９～１００九州産業労働科学研究所　１９５３年５月

「平和経済と失業反対闘争　　飯野炭鉱を中心として　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ４８ｐ．３５～６２九州産業労働科学研究所　１９５３年７月

「特集　北九州水害の実態をつく

　　　ふるさとの山河を荒らす政治こそ問題だ　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．４８ｐ．９５～１１６九州産業労働科学研究所　１９５３年７月

「秋季闘争をめくる問題点を裁つ　　炭労を中心にして　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５０ｐ．７９～９４九州産業労働科学研究所　１９５３年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７５４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３７１

「『炭鉱希望退職者の実態』集計表　　ＭＴ鉱とＫ　Ｏ鉱の場合　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５２ｐ．５５～６２九州産業労働科学研究所　１９５３年１１月

「八幡製鉄現業の労働力構成調査」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５２ｐ．６３～８９九州産業労働科学研究所　１９５３年１１月

「炭鉱における首切りはかく行われた　　希望退職の分析　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５４ｐ．１～３４　九州産業労働科学研究所　１９５４年１月

「賃金に対する労資双方の考え方と対立点　　炭労賃金交渉における

　双方の王張から　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５６ｐ．５５～７３九州産業労働科学研究所　１９５４年３月

「恐慌にゆらぐ筑豊炭田」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．５８ｐ．１～１２　九州産業労働科学研究所　１９５４年５月

「経理分析　１０％賃下げを保留させたＡ製作所の場合　　北九州　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６０ｐ．１９～２８九州産業労働科学研究所　１９５４年７月

「東海鋼業長崎製鋼の労働力構成及生活実態調査の集計結果

　鉄鋼労連 ・九州産労の共同調査から　　」（共同調査）

『九州産労資料月報』Ｎｏ．６３ｐ．１０１～１２３九州産業労働科学研究所　１９５４年１０月

「検炭規程をめくる問題点　　中島鉱業の場合　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６４ｐ．３４～４８九州産業労働科学研究所　１９５４年１１月

「大之浦における出炭能率と賃金　　不況下における炭鉱労働者　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６４ｐ．４９～５８九州産業労働科学研究所　１９５４年１１月

「調査 ・農村地帯における中小鉄鋼業の労働力構成

　　　日本鋼業宇島工場の場合　　」（共同調査）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６６ｐ．８～１８　九州産業労働科学研究所　１９５５年１月

「北九州における鉄鋼産業の労働力構成」（共同調査）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６７ｐ．１～５６　九州産業労働科学研究所　１９５５年２月

「北九州における化学産業の労働力構成（１）

　　　二菱化成里埼と宇部窒素　　」（共同調査）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．６７ｐ．５７～７０九州産業労働科学研究所　１９５５年２月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５５）



３７２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

「北九州における化学産業の労働力構成（２）

　　　三菱化成黒埼と宇部窒素　　」（共同調査）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ５８ｐ．３９～４８九州産業労働科学研究所　１９５５年３月

ｒ炭労系大手中小炭鉱のヤマ別能率と賃金一覧」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ６８ｐ．７９～８２九州産業労働科学研究所　１９５５年３月

「石炭にみる搾取強化の実態」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７０ｐ．５４～６３九州産業労働科学研究所　１９５５年５月

「中小炭鉱労働者の職歴と生活（１）

　　　九炭労，九産労『中小炭鉱失業者の生活実態調査』より　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７０ｐ．７３～８６九州産業労働科学研究所　１９５５年５月

「中小炭鉱労働者の職歴と生活（その２）

　　　九炭労，九産労『中小炭鉱失業者の生活実態調査』より　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ７１ｐ．６１～７６九州産業労働科学研究所　１９５５年６月

「中小炭鉱労働者の職歴と生活（その３）

　　　九炭労，九産労『中小炭鉱失業者の生活実態調査』より　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ７２ｐ．３５～４８九州産業労働科学研究所　１９５５年７月

「昭和３０年度『経済白書』を批判する」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７３ｐ．１～１２　九州産業労働科学研究所　１９５５年８月

「中小炭鉱労働者の職歴と生活（その４）

　　　九炭労，九産労『中小炭鉱失業者の生活実態調査』より　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７３ｐ．５５～６３九州産業労働科学研究所　１９５５年８月

「上新入 ・亀山の売山は賃金と労働条件を五割引下げた

　　　三菱の合理案提案と労働者　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７４ｐ．５６～６８九州産業労働科学研究所　１９５５年９月

「中小企業の失業者はどのように流動しているか

　　　果てしない絶対的窮乏化の進行　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７５ｐ．２７～４６九州産業労働科学研究所　１９５５年１０月

「検炭規定をどうしたらよいか　　杵島『採炭夫の検炭成績給』について」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３７３

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７５ｐ．４７～５２九州産業労働科学研究所　１９５５年１０月

「中小炭鉱失業者の組織と闘争　　田川地区生活防衛会議を中心に　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７６ｐ．２０～４０九州産業労働科学研究所　１９５５年１１月

「八幡地区における下請け中小企業の状態」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７７ｐ．１３～４２九州産業労働科学研究所　１９５５年１２月

「失業地帯における婦人の坑内労働問題　　中島スエさんの死をめくっ て　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．７８ｐ．２７～３６九州産業労働科学研究所　１９５６年１月

「原価表をとう分析したらよいか　　ある中小炭鉱の原価表を中心に　　」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．８０ｐ．４７～５７九州産業労働科学研究所　１９５６年３月

「岩屋炭鉱における出炭計画及び予想原価の分析

　　　中小炭鉱における搾取形態の一典型　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８３ｐ．６３～７５九州産業労働科学研究所　１９５６年６月

「日鉄二瀬における資本蓄積と労働強化の分析

　　　営業報告書と出炭能率をとう分析するか　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８４ｐ．３３～５２九州産業労働科学研究所　１９５６年７月

「大手筋炭鉱における検炭規程」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８５ｐ．２７～３６九州産業労働科学研究所　１９５６年８月

ｒ北九州工業地帯における資本と賃労働」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８６ｐ．１～１９　九州産業労働科学研究所　１９５６年９月

「炭鉱失業の諸問題」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８７ｐ．３８～７９九州産業労働科学研究所　１９５６年１０月

「戦後労働市場と九州の農村　　労農提携の条件『把握』のために　　」

　『九州産労資料月報』Ｎ０．８８ｐ．１３～４５九州産業労働科学研究所　１９５６年１１月

「大之浦における合理化と労働者の状態」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．８８ｐ．４６～５６九州産業労働科学研究所　１９５６年１１月

「国鉄志免鉱業所の賃金　　国鉄経営分離との関連において　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９０ｐ．４１～５６九州産業労働科学研究所　１９５７年１月

「杵島炭鉱の経理分析　　会社側の『経営白書』批判　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５７）



　３７４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ９１ｐ．１～５０　九州産業労働科学研究所　１９５７年２月

「仕立職人の生活実態　　筑豊洋服裁縫師の実態調査から　　」（共同調査）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ－９２ｐ．１～１８　九州産業労働科学研究所　１９５７年３月

「戦前における労働者の生活と闘争（第７回）

　　　米騒動における労働者の闘い（福岡県大牟田市の場合）」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９３ｐ．７６～８５九州産業労働科学研究所　１９５７年４月

「戦前における労働者の生活と闘争（第８回）

　　　大正１２年の大牟田三井系連合大争議（その１）　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９４ｐ．５３～６３九州産業労働科学研究所　１９５７年５月

ｒ日経連『現下の賃金政策と賃金問題』批判　　反賃上げの理論をつく　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９６ｐ．１～２２　九州産業労働科学研究所　１９５７年７月

「戦前における労働者の生活と闘争（第９回）

　　　大正１２年の大牟田二井系連合大争議（その２）　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９６ｐ．６５～７８九州産業労働科学研究所　１９５７年７月

「戦後炭鉱における技術合理化　　労働過程の再編と搾取の強化　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９７ｐ．６３～７７九州産業労働科学研究所　１９５７年８月

「戦前における労働者の生活と闘争（第１０回）

　　　大正１２年の大牟田＝井系連合大争議（その３）　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９８ｐ．９５～１０４九州産業労働科学研究所　１９５７年９月

「貝島炭鉱の経営分析　　１９５７ ，９，１１貝島大之浦労組給対部　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．９９ｐ．３９～６０九州産業労働科学研究所　１９５７年１０月

「統計の階級性とその利用の問題点」

　丁九州産労資料月報』Ｎｏ．１０１ｐ．８６～９８九州産業労働科学研究所　１９５７年１２月

「資本の蓄積と雇用問題」

　ｒ九州産労資料月報』Ｎｏ．１０２ｐ．３５～６０九州産業労働科学研究所　１９５８年１月

「九州産労第４回［研究大会』報告　　不況の現段階と今後の見通し　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１０３ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所　１９５８年２月

「第４回研究大会から　春闘をめくる若干の問題提起」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５８）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３７５

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１０７ｐ．１５～１８九州産業労働科学研究所　１９５８年６月

「第５回労働運動研究集会報告　戦後の経済循環と過剰生産恐慌」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１０９ｐ．１７～３４九州産業労働科学研究所　１９５８年８月

「戦後の経済循環と過剰生産恐慌　　恐慌と労働者階級　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１１Ｏ　ｐ．５～１６九州産業労働科学研究所　１９５８年９月

「戦後の経済循環と過剰生産恐院　　恐院と労働者階級　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１１１ｐ．１～２８九州産業労働科学研究所　１９５８年１０月

「三井鉱山の経理分析　　赤字の性格について　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１１６ｐ．１９～４８九州産業労働科学研究所　１９５９年３月

ｒ安保条約改定と『潜在的』帝国王義復活」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１１７ｐ．５～１６九州産業労働科学研究所　１９５９年５月

「炭鉱失業の諸問題　　大手炭鉱を中心に　　」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１２０ｐ．３２～５０九州産業労働科学研究所　１９５９年８月

「合理化と雇用 ・失業問題」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１２１ｐ．４７～５８九州産業労働科学研究所　１９５９年１０月

「第３分科会『合理化と失業』総括報告」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１２３ｐ．７５～８３九州産業労働科学研究所　１９５９年１２月

「特集 ・三池闘争分析　三池闘争の教訓と今後の展望」（共同執筆）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１２９ｐ．１～５０九州産業労働科学研究所　１９６０年５月

「失業反対闘争の統一的前進のために」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１３２ｐ．１５～２９九州産業労働科学研究所　１９６０年８月

「わが国における失業政策と失業反対闘争のいくつかの問題」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１３３ｐ．４３～６３九州産業労働科学研究所　１９６０年９月

「自由化と石炭産業の合理化　第６回調査学校テキスト」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１３４ｐ．１１～２１九州産業労働科学研究所　１９６０年１０月

「時間短縮闘争の諸側面　　若干の分析と問題提起」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１４１ｐ．１～１８九州産業労働科学研究所　１９６１年５月

「『所得倍増計画』批判　　労働運動の長期的展望を確立するために　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７５９）



　３７６　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労資料月報』Ｎｏ．１４３ｐ．１～１８九州産業労働科学研究所　１９６１年８月

「第７回調査学校，賃金分科会テキスト　低賃金構造打破をめぐる諸問題」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・１４４ｐ．２１～３８九州産業労働科学研究所　１９６１年９月

「第７回調査学校賃金分科会　賃金分科会の総括と報告」

　『九州産労資料月報』Ｎｏ・１４５ｐ．５１～５９九州産業労働科学研究所　１９６１年１０月

「地域開発と労働者階級の態度　　自治体闘争の問題に関連して　　」

　ｒ九州産労資料月報』Ｎｏ．１４７ｐ．７５～９４九州産業労働科学研究所　１９６１年１２月

　　　　　　　　『九州産労時報』掲載の小論文（無署名）

「‘‘

産別”物量計算の紹介と批判」

　『九州産労時報』Ｎｏ・１ｐ．２～６　　九州産業労働科学研究所　１９４８年１２月１５日

「職階制と６ ，３００円べ一ス」

　『九州産労時報』Ｎｏ・２ｐ・５～７　　九州産業労働科学研究所　１９４９年１月１日

「６ ，３００円べ一スの欺臓性」

　『九州産労時報』Ｎｏ・４ｐ・３～５　　九州産業労働科学研究所　１９４９年２月１日

「退職手当て制度の実態　　炭鉱の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎ０．５ｐ．２～６　　九州産業労働科学研究所　１９４９年２月１５日

「６ ，３００円べ一スと既得権」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９４９年３月１日

「中小炭鉱問題の視黒占　九州の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２ｐ．１～４　　九州産業労働科学研究所　１９４９年４月１５日

「６ ，３００円べ一スと地方公吏」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９ｐ．４～６　　九州産業労働科学研究所　１９４９年４月１５日

「２４年度国家財政豫算の特徴」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１０ｐ．４～６　九州産業労働科学研究所　１９４９年５月１日

「独占資本と利潤　　独占価格の問題点　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１１ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９４９年５月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６０）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録

「失業者は何人になるか　　行政整理を中心に　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１１ｐ．１０～１２九州産業労働科学研究所

「団体協約改悪を闘え　　日鐵八幡の具体例　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１２ｐ．９～１０　九州産業労働科学研究所

ｒ九州における農民層の分解」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３ｐ．６～１２　九州産業労働科学研究所

「金属産業の危機　　九州の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所

ｒこの荒廃を見よ　九州の国鐵」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１６ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所

「電機事業が分断されたらどうなるか？」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１６ｐ．５～６　九州産業労働科学研究所

「炭鉱未沸い金と九州の機械工業」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８ｐ．７～１０　九州産業労働科学研究所

「鉄鋼業における最近の動向　　補給金打切りと

　混銑率引き下げをめくっ て　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１９ｐ．１～７　　九州産業労働科学研究所

「実質賃金は上昇したか　　官魔統計批判　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２０ｐ．１１～１２九州産業労働科学研究所

「失業問題の焦点」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２１ｐ．７～１０　九州産業労働科学研究所

「賃金闘争と税金」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２２ｐ．４～６　九州産業労働科学研究所

「固定資産の再評価と賃金闘争」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２２ｐ．１０～１２九州産業労働科学研究所

「退職金制度の性格と実態」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所

「婦人労働者の地位　　アジア婦人会議に寄す　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６１）

３７７

１９４９年５月１５日

１９４９年６月１日

１９４９年６月１５日

１９４９年７月１５日

１９４９年８月１日

１９４９年８月１日

１９４９年９月１日

１９４９年９月１５日

１９４９年１０月１日

１９４９年１０月１５日

１９４９年１１月１日

１９４９年１１月１日

１９４９年１１月１５日



３７８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所

「２４年度補正予算のからくり」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５ｐ．２～５　九州産業労働科学研究所

「教宣と調査の協力体制について」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５ｐ．１２　　九州産業労働科学研究所

ｒ九州における金融資本の構造」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所

「転換期の農業経営　　４９年の回顧と展望　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２７ｐ．９～１２　九州産業労働科学研究所

「２５年度予算の問題　　ド ソヂ ・ラインの強化と労働者階級」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２８ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所

「賃金額別にみた労働者の分布　　賃金調査の発展のために

　『九州産労時報』Ｎｏ．２８ｐ．１１～１２九州産業労働科学研究所

「協約闘争をいかに闘うか　　経営者案の批判と闘いの方向

　『九州産労時報』Ｎｏ．２９ｐ．１～６　九州産業労働科学研究所

ｒ新型職階制の反動性　　二菱電気の職階制とその批判　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３０ｐ．７～１２　九州産業労働科学研究所

「戦後における賃金問題の展開」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３２ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所

「見返資金を裁つ　　その従属化のテコとしての役割　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３４ｐ．１～７　九州産業労働科学研究所

「東洋高歴の新給与体系」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３５ｐ．１０～１２九州産業労働科学研究所

「機械産業の動向　　その従属化の進展　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３７ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所

「産業合理化と労働災害」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３９ｐ．８～１２　九州産業労働科学研究所

「組合活動をしはる協約　　日本化成黒埼の場合　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６２）

１９４９年１１月１５日

１９４９年１２月１５日

１９４９年１２月１５日

１９５０年１月１日

１９５０年１月１５日

１９５０年２月１日

」

１９５０年２月１日

１９５０年２月１５日

１９５０年３月１日

１９５０年４月１日

１９５０年５月１日

１９５０年５月１５日

１９５０年６月１５日

１９５０年７月１５日



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３７９

　『九州産労時報』Ｎｏ．４０ｐ．１２　　九州産業労働科学研究所　１９５０年８月１日

「資産再評価をめぐる資本攻勢」

　『九州産労時報』Ｎｏ４１ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５０年８月１５日

ｒ『九州産労』の一般活動報告」

　『九州産労時報』Ｎｏ．４２ｐ．４　　　九州産業労働科学研究所　１９５０年９月１日

「賃金合理化の一形態　　八幡製鐵の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．４２ｐ．５～８　九州産業労働科学研究所　１９５０年９月１日

「鐵鋼産業における合理化の進展」

　『九州産労時報』Ｎｏ４３ｐ．６～１２　九州産業労働科学研究所　１９５０年９月１５日

「最低賃金制の珪論と闘争（その１）」

　『九州産労時報』Ｎｏ４４ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５０年１０月１日

「朝鮮動乱の労働者階級に及ぼす影響」

　『九州産労時報』Ｎｏ４５ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５０年１０月１５日

「最低賃金制の理論と闘争（その２）」

　ｒ九州産労時報』Ｎｏ．４５ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５０年１０月１５日

「合理化の理論（その１）」

　『九州産労時報』Ｎｏ４６ｐ．５～６　九州産業労働科学研究所　１９５０年１１月１日

「合理化と労働条件の悪化　　九州にみるその実態　　」

　『九州産労時報』Ｎ０．４７ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所　１９５０年１１月１５日

「合理化の理論（その２）」

　『九州産労時報』Ｎｏ４７ｐ．１１～１２九州産業労働科学研究所　１９５０年１１月１５日

「職階制と職階給　　産業セメントの場合　　」

　『九州産労時報』Ｎ０．４８ｐ．７～１１　九州産業労働科学研究所　１９５０年１２月１５日

「補正予算で税金は軽くなるか」

　『九州産労時報』Ｎｏ４９ｐ．７～１０　九州産業労働科学研究所　１９５１年１月１日

「賃金闘争の前進のために　　再ぴ “利潤の増大と低賃金”について　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５０ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５１年１月１５日

「公務員８０００圓べ一スの批判　　上に厚く下にうすい職階賃金　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６３）



３８０　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ．５１ｐ．５～７　九州産業労働科学研究所

「日経連の新労務管理の方向　　『新労務管理』はいわゆる

　『日本型労務管理』のむしかえしにすぎない　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５２ｐ．５～７　九州産業労働科学研究所

「朝鮮戦争は日本経済にどう影響したか（その１）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５３ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所

「２６年度予算案の性格一一その労働者的分析」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５３ｐ．４～８　九州産業労働科学研究所

「朝鮮戦争は日本経済にどう影響したか（その２）

　『九州産労時報』Ｎｏ．５４ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所

「『職階給へ』の移行をめざす日本パルプの賃金体系」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５５ｐ．８～１１九州産業労働科学研究所

「戦争景気と鉄鋼産業　　八幡製鉄を中心として　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５６ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所

「昇給と賃金体系の改悪　　福岡製紙の場合」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５６ｐ．１０～１１九州産業労働科学研究所

「賃上げ額算出の具体例とその批判」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５７ｐ．１～６　九州産業労働科学研究所

「農家の貯蓄と借金　　借入れた農業資金さえ生活費に　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ５８ｐ．９～１０　九州産業労働科学研究所

「日本板カラスの新賃金　　１８，４００圓の体系をつく」

　『九州産労時報』Ｎｏ．５９ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所

「八幡製鉄の業績手当を分析する」

　『九州産労時報』Ｎｏ５０ｐ４～５　九州産業労働科学研究所

「炭鉱の合理化と労働者の状態　　Ｋ炭坑の場合」

　『九州産労時報』Ｎｏ５０ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所

「日米経済協力と労働条件の低下」

　『九州産労時報』Ｎｏ－６１ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６４）

１９５１年２月１日

１９５１年２月１５日

１９５１年３月１日

１９５１年３月１日

１９５１年３月１５日

１９５１年４月１日

１９５１年４月１５日

１９５１年４月１５日

１９５１年５月１日

１９５１年５月１５日

１９５１年６月］日

１９５１年６月１５日

１９５１年６月１５日

１９５１年７月１日



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８１

「日本コムの賃金体系をつく　　能率給と職階給で労働者はハサミ打ち　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ・６２ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５１年７月１５日

「賃金闘争の状況とその問題点　　九州にみる具体例　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６３ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５１年８月１日

「物価昂騰にたいし賃上げを組織せよ」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６４ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５１年８月１５日

「朝鮮停戦と新たな合理化攻勢」

　『九州産労時報』Ｎ０．６５ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所　１９５１年９月１日

「化学産業における臨時工　　九州の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６６ｐ．８～１０　九州産業労働科学研究所　１９５１年９月１５日

「賃金体系の改悪はすすむ　　日立製作所におけるその経過」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６７ｐ．８～１〇　九州産業労働科学研究所　１９５１年１０月１日

「再ひ『日立の新賃金体系』について　　職階職能による加給システム　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６８ｐ．４～６　九州産業労働科学研究所　１９５１年１０月１５日

「１２
，５００円の固定給にささえられた永田製作所の累進能率給」

　『九州産労時報』Ｎｏ．６８ｐ．９～１０　九州産業労働科学研究所　１９５１年１０月１５日

「税金はほんとうに安くなるか　減税されて苦しむ労働者 ・

　増税されて儲かる資本家」

　『九州産労時報』Ｎｏ・６９ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５１年１１月１日

「米 ・麦の統制撤廃は我々に何をもたらすか　　政府の狙いとその影響　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７０ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５１年１１月１５日

ｒ日本帝国王義の復活と再編過程」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７１ｐ．６～１０　九州産業労働科学研究所　１９５１年１２月１日

　　　合併号（再建三周年 ・記念号）　　　　　　　　　　　　　　　１５日

「〔特集 ・朝鮮動乱後の九州労働経済〕動乱後の雇用の動き

　フームというのに増える失業　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７１ｐ．１１　　九州産業労働科学研究所　１９５１年１２月１日

　　　合併号（再建三周年 ・記念号）　　　　　　　　　　　　　　　　１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６５）



３８２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

「〔特集 ・動乱後の九州労働経済〕動乱後の実質賃金はどのくらい低下したか」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７１ｐ．１３～１５九州産業労働科学研究所　１９５１年１２月１日

　　　合併号（再建三周年 ・記念号）　　　　　　　　　　　　　　　　１５日

「〔特集 ・動乱後の九州労働経済〕賃金形態の改悪はさらに進む」

　『九州産労時報』Ｎｏ７１ｐ．１７～１８九州産業労働科学研究所　１９５１年１２月１日

　　　合併号（再建三周年 ・記念号）　　　　　　　　　　　　　　　　１５日

ｒ賃金問題における二つの盲点　　賃金要求と賃金体系について　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７２ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５２年１月１日

「１９５２年のわれわれの生活　　生活はいよいよ苦しくなる　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７３ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所　１９５２年１月１５日

「〔賃金ノート〕賃金差の拡大を防げ」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７４ｐ．８～９　九州産業労働科学研究所　１９５２年２月１日

「日本財界人を熱狂させたモスクワ国際経済会議」

　『九州産労時報』Ｎｏ７５ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５２年２月１５日

「〔賃金ノート〕理論生計費方式と最低賃金をめくっ て」

　『九州産労時報』Ｎ０７６ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年３月１日

「〔賃金ノート〕総評『賃金綱領』を大衆討議にかけよ」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７７ｐ．７～８　九州産業労働科学研究所　１９５２年３月１５日

「〔統計ノート〕統計上の賃金は実際よりも高い

　　　『毎月勤労統計』批判　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７７ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年３月１５日

「カ ッペ採炭をめぐる諸問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ７８ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５２年４月１日

「〔賃金ノート〕総評『賃金綱領』をめぐっ て」

　『九州産労時報』Ｎｏ．７９ｐ．８～９　九州産業労働科学研究所　１９５２年４月１５日

「われわれは平和的経済の建設プランを持っている

　　平野義太郎編『日本平和経済の構想』の紹介」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８０ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５２年５月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８３

「九州におけるカ ッペ採炭の実態」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８１ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所　１９５２年５月１５日

「流血メーテーの意味するもの　　それをめくる内外の世論　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８２ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５２年６月１日

ｒ〔賃金ノート〕最低賃金と理論生計費　　日本の理論生計費は

　　　　　　　　　複雑すきる　　」

　『九州産労時執』Ｎｏ．８２ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年６月１日

「極端な窮乏生活を反映したＣ ・Ｐ ．Ｓ

　　　広島労研『広島市民の生活実態調査』　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８３ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５２年６月１５日

「各社の現行賃金と賃金闘争状況　　産業別賃金の比較　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８４ｐ．３～５　九州産業労働科学研究所　１９５２年７月１日

ｒ〔賃金ノート〕職種別賃金の統一をすすめよ　　統一賃金要求と組織問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８４ｐ．８　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年７月１日

ｒ統一賃金要求と統一闘争　　中央賃金会議をめくっ て　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８５ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５２年７月１５日

ｒ〔賃金ノート〕マーケ ット ・バスケ ット方式をめぐって」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８５ｐ．９　　九州産業労働科学研究所　１９５２年７月１５日

「九州地方にみる退職金の実態　　附　年金制度の本質について　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８６ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５２年８月１日

「議動する職場防街運動　　それは新愛労運動だ　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８７ｐ．１～２　九州産業労働科学研究所　１９５２年８月１５日

「〔賃金ノート〕占領下の賃金政策

　　　業種別平均賃金と欺嚇的スライト制　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．８８ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年９月１日

「〔賃金ノート〕賃上げ闘争と最低賃金制闘争」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９０ｐ．９　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年１０月１日

「統一労働協約闘争の前進のために」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６７）



３８４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ．９２ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５２年１１月１日

「〔賃金ノート〕総同盟と新産別の賃金闘争方針」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９２ｐ．８　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年１１月１日

「〔賃金ノート〕石炭鉱業連盟賃下げ案の分析」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９３ｐ．１０　　九州産業労働科学研究所　１９５２年１１月１５日

「九州産労はこの四年問いかに闘 ってきたか」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９４ｐ．３　　　九州産業労働科学研究所　１９５２年１２月１日

　　　（再建四周年 ・記念号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５日

「Ｂ炭鉱における財務諸表と原慣分析」

　『九州産労時報』Ｎｏ９５ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５３年１月１日

「入昇坑時間の短縮と作業量の引上け　　日炭高松の合理化攻勢一一・」

　『九州産労時報』Ｎｏ．９７ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５３年２月１日

「炭努ストの自己批判と組織強化活動」

　『九州産労時報』Ｎｏ９８ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５３年２月１５日

「炭鉱合理化と農村出身者の増加　　大之浦炭坑の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ９９ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５３年３月１日

「九州炭鉱にみる合理化と出炭能率　　能率上昇の二つの型　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１００ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５３年３月１５日

「高炭債問題と合理化攻勢　　九州各山に労働条件の切下げが目立つ　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１０２ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５３年５月１日

「堅坑問題にたいしいかに闘うカ　　日炭高松の経験から　　」

　『九州産業時報』Ｎｏ．１０３ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５３年５月１５日

「炭鉱における首切りの形態　　闘いの方向をつかむために　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１０６ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５３年７月１日

「ＭＳＡは日本に何をもたらすカ』くるものは戦争と貧困　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１０７ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５３年７月１５日

「総評大會の成果を確認しましょう」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１０８ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５３年８月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６８）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８５

「朝鮮休戦と日本経済」

　『九州産労時報』Ｎｏ・１０９ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５３年８月１５目

「災害関係諸立法の限界」

　『九州産労時報』Ｎｏ１１Ｏ　ｐ４～５　九州産業労働科学研究所　１９５３年９月１日

「日産闘争から何を學ぶか　　職場組織の強化こそ闘いの基礎　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１１１ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５３年９月１５日

「紙パルプにおげる合理化の実態　　連続操業と労働強化　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１１３ｐ．　　九州産業労働科学研究所　１９５３年１０月１５日

「丁炭鉱におげる希望退職者の分析」

　『九州産労時報』Ｎｏ・１１５ｐ．４～６　九州産業労働科学研究所　１９５３年１１月１５日

「出稼ぎ労働者の分析（その１）　　鹿児島県について　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ・１１６ｐ・１～４　九州産業労働科学研究所　１９５３年１２月１日

「特集 ・労働力と過剰人口問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ１１７ｐ１～１２九州産業労働科学研究所　１９５４年１月１日

「八幡地区零細工場における労働老の実態」

　『九州産労時報』Ｎｏ１１８ｐ６～８　九州産業労働科学研究所　１９５４年１月１５日

「部分スト ・時限ストの問題　闘いは形の上だげでは前進しない」

　『九州産労時報』Ｎｏ・１２０ｐ．１０～１１九州産業労働科学研究所　１９５４年２月１５日

「炭鍔ストの成果と教訓」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１２２ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５４年３月１５日

「中小炭鉱にみる合理化の潜行手段　　Ｏ炭鉱の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１２２ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所　１９５４年３月１５日

「堅坑開さく計畜を分析する　　それは中小鉱と労働者を犠牲にする　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１２３ｐ４～５　九州産業労働科学研究所　１９５４年４月１日

「炭螢闘争の國際的意義　　世界努連 ・三井の闘争を高く評憤　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１２４ｐ８　　九州産業労働科学研究所　１９５４年４月１５日

「籾井炭坑における共同管理とその問題点

　　　共同管理におげる労組の視点　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７６９）



３８６　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ．１２５ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５４年５月１日

「筑豊地帯における失業者の状態　　この破局的様相をどうする　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１２６ｐ．１０～１１九州産業労働科学研究所　１９５４年５月１５日

「石炭産業における再編成の進行　　石炭濁占資本の独占強化　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３１ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５４年８月１日

「恐慌下における大手炭鉱労働者　　日鐵二瀬にみる　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３３ｐ．６～７　九州産業労働科学研究所　１９５４年９月１目

「恐慌下における大手炭坑労働者　　その２ ・杵島の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３４ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５４年９月１５日

「炭鉱労働者の闘争とその発展方向　　闘いをどう一歩前進させるか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１３５ｐ１～６　九州産業労働科学研究所　１９５４年１０月１目

「住友忠隈におげる職場闘争　　炭鉱賃金の盲点をつく闘い　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１３６ｐ６～７　九州産業労働科学研究所　１９５４年１０月１５目

「若松地厘中小企業努働者の生活状態（その１）

　　　東海鋼業努働者の實態調査から　　」（共同調査）

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３７ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５４年１１月１日

「若松地厘中小企業努働者の生活状態（その２）

　　　　東海鋼業努働者の實態調査から　　」（共同調査）

　『九州産労時報』Ｎｏ．１３８ｐ．８～１１九州産業労働科学研究所　１９５４年１１月１５目

「炭鉱における下請組作業の実態　　その収奪のからくり　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１４３ｐ８～９　九州産業労働科学研究所　１９５５年２月１５目

「採炭夫からの搾取はどれだけ強化されてきたか？（住友潜龍）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１４４ｐ．８～９　九州産業労働科学研究所　１９５５年３月１日

「炭鉱失業者の生活状態　　九炭労『失業者実態調査』メモから　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１４７ｐ８～１１九州産業労働科学研究所　１９５５年４月１５日

「中小炭鉱失業者の生活実態（第１次中間報告 ・１９５５年５月）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１４９ｐ．１～１２九州産業労働科学研究所　１９５５年５月１５日

「３０年度予算案と国民生活　増大する軍事費と減少する民生安定費」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７０）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８７

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５０ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５５年６月１日

「中小企業労働者の組織と闘争　　八幡地区の成果を含めて　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５３ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５５年７月１５日

「安全運動は何をねらうか？　生産性向上運動との関連を重視せよ」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５３ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所　１９５５年７月１５日

「総評の『運動方針』はいかに前進したか

　　　生活と平和を守るための統一を　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１５４ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５５年８月１日

「賃金体系の改訂と職制の強化　　日本バルプの機構 ・賃金体系改革（紙パ調

査）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５５ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９５５年８月１５日

「緊縮政策は失業と貧困への道　　　『労働白書』は告発する　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５６ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５５年９月１日

「人権闘争になった小倉炭鉱争議　　近江絹糸 ・炭鉱版　　」

　『九州産労時報』Ｎ０１５６ｐ１Ｏ～１１九州産業労働科学研究所　１９５５年９月１日

「中小炭鉱問題を理解するために　　その二重性格をめくっ て　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１５８ｐ．１～６　九州産業労働科学研究所　１９５５年１０月１日

ｒ炭鉱失業者と摂取栄養量　　岩屋炭鉱失業者の栄養調査から　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６０ｐ８～９　九州産業労働科学研究所　１９５５年１１月１日

「アメリカ式労務管理の正体（上）　　『生産性向上』運動との関連において

　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６１ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５５年１１月１５日

「アメリカ式労務管理の正体（下）　　『生産性向上』運動との関連において

　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１６２ｐ．１０～１３九州産業労働科学研究所　１９５５年１２月１日

　　　（合併号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月１５日

「大手 ・中小炭鉱労働者の統一行動とその条件（これは去る１２月２日 ，

　　九炭労教旦部長会議におげる戸木田所員の講演要旨てある）」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７１）



３８８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ１６３ｐ４～８　九州産業労働科学研究所　１９５６年１月１日

「希望退職募集後の出炭能率と賃金　　三菱Ｈ鉱（筑豊）の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６４ｐ６～７　九州産業労働科学研究所　１９５６年１月１５日

「３１年度予算案はどう組立てられているか」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６５ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５６年２月１日

「合理化計画にどう対処するか　　三菱上山田の操業計画を検討する　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６６ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５６年２月１５目

「操業計画にたいしどう対処するか（続）　三菱上山田の場合　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６７ｐ５～７　九州産業労働科学研究所　１９５６年３月１日

「労働者の生活と税金　　減税闘争など対政府闘争を重視せよ　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１６８ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５６年３月１５日

「再軍備下におげる日本労働者階級の状態　　とくに臨時工を重点に　　」

　　＊栗山彌ハ（八幡製鉄現業労働組合長）署名で発表

　『九州産労時報』Ｎｏ１６９ｐ１～１２九州産業労働科学研究所　１９５６年４月１日

「古河目尾における出炭能率と賃金　　われわれはどれだけ労働強化され ，

　賃金を切下げられてきたか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１７１ｐ５～７　九州産業労働科学研究所　１９５６年５月１日

「石炭産業と多角経営　　石炭産業の危機は多角経営で切り抜けられるか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１７２ｐ５～８　九州産業労働科学研究所　１９５６年５月１５目

「優良坑への集中生産と労働災害（優良坑での災害増加を警戒せよ）」

　『九州産労時報』Ｎｏ１７５ｐ８～１０九州産業労働科学研究所　１９５６年７月１日

「大会杜の３月期決算を検討する　　独占資本の利益は増大している　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１７６ｐ１～３　九州産業労働科学研究所　１９５６年７月１５日

「八幡製鉄におげる生産性向上と要員問題」

　［九州産労時報』Ｎｏ１７７ｐ８～９　九州産業労働科学研究所　１９５６年８月１日

「大峯炭鉱におげる既得権防衛闘争の諸問題

　　　　その１ ，『要求の形態』について　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１７９ｐ８～９　九州産業労働科学研究所　１９５６年９月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７２）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８９

「石炭産業の技術的合理化と労働問題（その１）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８０ｐ．１～６　九州産業労働科学研究所　１９５６年９月１５日

「大峯炭鉱における組織防衛闘争

　　　　その２ ，職場における闘争の強化と統一問題　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８１ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５６年１０月１日

「石炭産業の技術的合理化と労働強化（続）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８１ｐ．６～１〇九州産業労働科学研究所　１９５６年１０月１日

「大峯炭鉱におげる組織防衛闘争

　　　その３ ，大峯労組を軸とする炭労の統一闘争　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８２ｐ．４～８　九州産業労働科学研究所　１９５６年１０月１５日

「新坑口開設による通勤時間の延長をどう考えるか」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８４ｐ．４～５　九州産業労働科学研究所　１９５６年１１月１５日

「労務管理と労働者」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８５ｐ．１０～１２九州産業労働科学研究所　１９５６年１２月１５日

　　　（１２月１日 ，１２月１５日合併号）

「一千億『減税』と賃闘との関係

　　　一千億減税は賃闘の抑圧をねらっ ている　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８７ｐ．３～４　九州産業労働科学研究所　１９５７年１月１５日

「オートメーノヨ：■の諸問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８８ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所　１９５７年２月１日

「最近の雇用情勢と臨時工 ・中小企業努働者問題　　二つの問題提起　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１８９ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５７年２月１５日

「３２年度予算の実態　　 “千億減税，千億施策”のからくり　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１９０ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５７年３月１日

「増産体制下の石炭鉱業」

　『九州産労時報』Ｎｏ．１９１ｐ．１０～１１

　　　　　　　　　　　　　　　九州産業労働科学研究所　１９５７年３月１５日

「国鉄志免払下げをめくる問題点　　志免労組の反対理由から　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７３）



３９０　　　　　　　　　立命館径済学（第３７巻　第４５号）

　『九州産労時報』Ｎｏ１９２ｐ１Ｏ～１１九州産業労働科学研究所　１９５７年４月１日

ｒわれわれの賃金理論　八幡製鉄現業労組」

　『九州産労時報』Ｎｏ１９４ｐ１～１２九州産業労働科学研究所　１９５７年５月１日

「定期昇給制度と労働組合　　Ｍ労組『賃金集会』における

　事務局の報告から　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ１９８ｐ１～４　九州産業労働科学研究所　１９５７年７月１日

「幸袋製作所の生産報償給　　そのカラクリをつく　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２００ｐ５～６　九州産業労働科学研究所　１９５７年８月１日

「日経連の『資本蓄積強行論』批判（上）

一一統『現下の賃金政策と賃金問題』　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２０１ｐ１Ｏ～１２九州産業労働科学研究所　１９５７年８月１５目

「目経連の『資本蓄積強行論』批判（下）

一一続『現下の賃金政策と賃金問題』　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２０２ｐ９～１１九州産業労働科学研究所　１９５７年９月１日

「企業組合主義から産業別組織への脱皮について」

　『九州産労時報』Ｎｏ２０４ｐ１Ｏ～１２九州産業労働科学研究所　１９５７年１０月１日

「中小炭鉱と長期計画闘争　　終掘にどう対処するか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２０６ｐ９～１２九州産業労働科学研究所　１９５７年１１月１日

「大企業におげる資本蓄積と雇用問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ２０９ｐ５～９　九州産業労働科学研究所　１９５８年１月１日

「戦後日本の低賃金構造（１）　低賃金基盤についての覚書　　」

　［九州産労時報』Ｎｏ２１０ｐ５～７　九州産業労働科学研究所　１９５８年１月１５目

「炭労の統一闘争はどのように前進したか　　とくに賃金闘争と

　　合理化反対闘争の過程で　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２１２ｐ１～５　九州産業労働科学研究所　１９５８年２月１５日

「不況 ・賃闘 ・政策転換　　當面する労働運動の課題　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２１５ｐ１～６　九州産業労働科学研究所　１９５８年４月１日

「目経連の新賃金政策批判（上）　　『当面の目本経済と賃金問題』　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３９１

　『九州産労時報』Ｎｏ．２１６ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５８年４月１５日

「日経連の新賃金政策批判（下）　　『当面の日本経済と賃金問題』　　 」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２１７ｐ．７～１０九州産業労働科学研究所　１９５８年５月１日

「春季賃闘か提起した若干の問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ２１９ｐ１～４　九州産業労働科学研究所　１９５８年６月１日

「炭闘争の評価と今後の問題　　炭労の強さとその限界の問題　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２２１ｐ１～５　九州産業労働科学研究所　１９５８年７月１日

「総評の新運動方針（案）にたいする意見　　全体を通ずる問題点　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２２２ｐ１～７　九州産業労働科学研究所　１９５８年７月１５日

「当面する努務管理の諸問題　　労務管理の変化をとう理解するか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２２３ｐ．１～８　九州産業労働科学研究所　１９５８年８月１日

「職場闘争をめくる諸問題　　福銀従組『組合学校』ての講義から　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２２４ｐ．１～７　九州産業労働科学研究所　１９５８年８月１５日

「九州における炭鉱労働者の状態

　　　強行のノワヨセはとう現われているか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２２９ｐ．９～１１九州産業労働科学研究所　１９５８年１１月１日

　　　　　　　　　　　　（１部８べ 一ジ）

「恐慌下の教宣における問題点　　春闘教宣の弱点をとう克服するか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３０ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５８年１１月１５日

「座談会九産労十年を回顧する　　再建の当初を中心として　　」

＜出席者＞　九州大学助教授　　　　　　　正田誠一

元九州石炭復興会議事務局長　我那覇生隆

日本板硝子労組書記長　　　　末吉嘉雄

八幡製鉄労組教宣部長　　　　中井　貢

極東製ｆ乍所労組組合長　　　　松尾九十九

旭硝子牧山労組副組合長　　　宮川清成

杵島炭鉱労組給与部次長　　　江副敏夫

九州産労事務局長　　　　　　戸木田嘉久

　　　　　　　　　　（７７５）



　３９２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻　第４５号）

　　　　　　九州産労事務局次長　　　　　原　嘉彦

　『九州産労時報』Ｎｏ２３１ｐ９～１７九州産業労働科学研究所　１９５８年１２月１５日

「最近の失業をめくっ てのいくつかの問題　　技術革新は失業問題に

　　どのような特徴をあたえたか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２３１ｐ１８～２３九州産業労働科学研究所　１９５８年１２月１５目

「不況下の賃闘の困難をどう克服するか　　若干の疑問に答える　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３３ｐ．１～９　九州産業労働科学研究所　１９５９年１月１５日

「日経連の総評『賃金白書』批判に対する反批判（１）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３４ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９５９年２月１日

「日経連の総評『賃金白書』批判に対する反批判（２）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３５ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所　１９５９年２月１５日

「日経連の総評ｒ賃金白書』批判に対する反批判（３）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３６ｐ．５～８　九州産業労働科学研究所　１９５９年３月１日

「炭鉱の労資関係を規程するもの　　石炭経協山田氏の発言に対する批判　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２３７ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５９年３月１５日

「春闘における闘争体制一一統一行動を阻むもの　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２４１ｐ．８～１０九州産業労働科学研究所　１９５９年５月１５日

「炭鉱合理化その問題点は何か？」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２４２ｐ．５～７　九州産業労働科学研究所　１９５９年６月１日

「炭鉱合理化と独占集中の方向　　炭鉱合理化の問題点（２）」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２４３ｐ．９～１１九州産業労働科学研究所　１９５９年６月１５日

「志免沸下げ反対闘争　　その本質と指導の方向について　　」

　ｒ九州産労時報』Ｎｏ．２４４ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９５９年７月１日

「志免闘争の当面する課題　　闘争の弱点をどう克服するか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２４５ｐ．９～１１九州産業労働科学研究所　１９５９年７月１５日

「資本家はなぜ合理化を進めるのか　　鉄鋼業における三つの条件　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２４６ｐ１～４　九州産業労働科学研究所　１９５９年８月１日

「炭鉱危機と杜会化問題」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７６）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　３９３

　『九州産労時報』Ｎｏ．２４９ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９５９年９月１５日

「“

総評大会”特集　政党支持問題の意味するもの」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５０ｐ．２～５　九州産業労働科学研究所　１９５９年１０月１日

「特集 ・低賃金と失業　産業別賃金綱領の問題と賃金闘争の方向」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５４ｐ．１８～２０九州産業労働科学研究所　１９５９年１２月１日

　　　（合併号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月１５日

「新しい情勢と労働者階級　　とくに安保闘争を中心に　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５５ｐ．２～５　　九州産業労働科学研究所　１９６０年１月１日

「炭鉱合理化闘争の新しい展開」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５５ｐ．６～８　九州産業労働科学研究所　１９６０年１月１日

「三池闘争における『デマ宣伝』を批判する」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２５９ｐ．５～８　九州産業労働科学研究所　１９６０年３月１日

「自由化とアメリカ資本の導入」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６１ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９６０年４月１日

「失業問題と反失業闘争　　筑豊地区失業者の闘いから　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６２ｐ．４～７　九州産業労働科学研究所　１９６０年４月１５日

「主要商品の国際競争力と自由化　　附 ・自由化と労働者階級　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６４ｐ．１～４　九州産業労働科学研究所　１９６０年５月１５日

「安保と三池闘争をいかに強化するか　　総評大会を傍聴して　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６７ｐ．６～９　九州産業労働科学研究所　１９６０年７月１日

「炭鉱労働運動の当面する課題についての『覚書』」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２６９ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９６０年８月１日

「３４年度『労働白書』批判　　野放図な歎聴的楽観論　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２７０ｐ．１～３　九州産業労働科学研究所　１９６０年８月１５日

「〔総評大会の討論から〕産業別組織をめぐる討論について」

　『九州産労時報』Ｎｏ２７２ｐ１Ｏ～１２九州産業労働科学研究所　１９６０年９月１５日

「矛盾を深める『減税』論」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２７５ｐ．４～６　九州産業労働科学研究所　１９６０年１１月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７７）



　３９４　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

「構造的改革と労働者階級を特集するにあた って」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２７７ｐ．２～３　九州産業労働科学研究所　１９６０年１２月１５日

「構造的改革をどうとりあぐべきか」

　『九州産労時報』Ｎｏ２７７ｐ４～７　九州産業労働科学研究所　１９６０年１２月１５日

「工子ルギー従属論と国有化問題（１）　仁科正夫氏に答える　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２７７ｐ１３～１６九州産業労働科学研究所　１９６０年１２月１５日

「エネルギー従属論と国有化問題（２）　仁科正夫氏に答える　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２７８ｐ１Ｏ～１１九州産業労働科学研究所　１９６１年１月１日

「公務賃金の理論的諸問題」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２８９ｐ．９～１１九州産業労働科学研究所　１９６１年６月１５目

「所得倍増計画のからくり　　独占へ奉仕する『自己蓄積』の

　促進策と『鉱業地帯造成』策　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２９０ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９６１年７月１日

「合理化反対でフランス炭鉱労働者との統一行動に起つ日本炭労」

　『九州産労時報』Ｎｏ２９３ｐ１～４　九州産業労働科学研究所　１９６１年８月１５日

「労働力『不足』と低賃金構造　　低賃金構造は打破されつつあるか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２９３ｐ５～７　九州産業労働科学研究所　１９６１年８月１５目

「北九州工業地帯の展開と課題（１）

　　　北九州労働運動の長期的展望のために　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２９５ｐ１～４　九州産業労働科学研究所　１９６１年９月１５日

「北九州工業地帯の展開と課題（２）　北九州労働運動の長期的展望のために

　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．２９６ｐ４～７　九州産業労働科学研究所　１９６１年１０月１日

「北九州の工業地帯の展開と課題（３）

　　　北九州労働運動の長期的展望のために　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ２９７ｐ９～１２九州産業労働科学研究所　１９６１年１０月１５日

「『時報』３００号の歴史と教訓　　４００号へむけての前進のために　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ３００ｐ５～１５九州産業労働科学研究所　１９６１年１２月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７８）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３９５

「１９６２年の経済動向について　　不況を『宣伝』とみてよいのか　　」

　『九州産労時報』Ｎｏ．３０６ｐ．１～５　九州産業労働科学研究所　１９６２年３月１５日

書　　　　　評

「書評　向坂逸郎篇『三井日記』」

　　『読書の友』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６２年１月５日

「書評　『目本経済分析』第１３集　棚橋泰助『石炭政策転換闘争の諸問題』」

　　『読書の友』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６２年７月５日

「書評　『講座 ・中小企業 ・第二巻　　独占資本と中小企業』」

　　『三田学会雑誌』第５３巻第１０ ・１１合併号ｐ．７１～７６　　　１９６４年５月

「書評　島津千利世編『合理化と婦人労働者』

　　『読書の友』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６５年４月１０日

「『労働組合運動の理論』（内容解説）第１巻労働組合の役割

　Ｉ　日本の労働組合　　その過去 ・現在 ・未来」

　　『労働組合運動の理論』（内容解説パソフ）ｐ－８　　　　　１９６９年８月

「書評　高木督夫，深見謙介著『賃金体系と労働組合』（上 ・下）」

　　「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７４年６月３日

「書評　黒川俊雄著『現代の賃金理論』」

　　 「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７６年１２月２７日

「書評　戸田慎一郎著『現代資本主義論』（野呂栄太郎賞受賞作）」

　　 「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７７年５月２０日

「書評　『堀江正規著作集』」

　　ｒ労働運動』Ｎｏ．１３７ｐ．２０８～２０９　　　　　　大月書店　１９７７年５月

「特集　青年活動家への理論学習のすすめ　　『堀江正規著作集』（全６巻）

　　　　　完結によせて　　」

　　『経済』Ｎｏ．１６３ｐ・２２２～２３１ 　　　　　新日本出版杜１９７７年１１月

「＜読書案内＞前川嘉一・ 西村害谷通『労働運動の国民的課題』」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７９）



　３９６　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　『労働運動』Ｎｏ・１６５ｐ．２２８～２２９　　　　新日本出版杜　１９７９年９月

「読書案内　上田耕一郎著『現代日本と杜会主義への道』」

　　『経済』Ｎｏ・１９４ｐ－１３２～１３５　　　　　　　新日本出版杜　１９８０年６月

「書評紹介　『経済』５～７月号　現代経済学を学ぶ　　」

　　『学生新聞』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８１年７月８日

「木元進一郎編『現代の目本企業と人事管理』

長谷川博編『現代日本企業と労使関係』」

　　『労働法律旬報』第１０２８号ｐ２０～２１　　　労勧旬報杜　１９８１年７月中旬

「書評　布施鉄治編『地域産業変動と階級 ・階層』」

　　 「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８２年５月１０日

「書評　元島邦夫著『大企業労働者の主体形成』」

　　『杜会科学の方法』Ｐ・１～７Ｎｏ． １６１　　　お茶の水書房　１９８２年１１月

「新訳『資本論』第２分冊を読んで　　現代の労働者状態を考える　　」

　　『経済』Ｎｏ・２２９ｐ・１５０～１５６　　　　　　　　　　　　　　１９８３年５月

「書評　藤本武著『国際比較　　目本の労働条件』」

　　『経済』Ｎｏ・２６０ｐ・２８０　　　　　　　　　新日本出版杜　１９８５年１月

「労働者の確かな力を示す　　『日本の労働組合運動』刊行と

　　その反響によせて」

　　「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８５年１月２１日

「『戊辰物語』を読む」

　　『Ｅ　ＣＯＮ』立命館大学経済学部広報紙編集委員会　　　１９８６年１月１０日

「書評　人生と学問の姿勢鮮明に　　塩田庄兵衛『京都にて

　　１９７４～８７年』を読む」

　　「赤旗」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８７年５月１８日

「塩田庄兵衛『京都にて』を読む」

　　『平野文庫』Ｎｏ２５ｐ７～８　　　　　　　　　　　　　　１９８７年６月２０日

「書評　中村孝俊『現代日本資本主義』」

　　『経済』Ｎｏ・５５３ｐ．２０８　　　　　　　　　　　　　　　　１９８７年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８０）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３９７

　　　　　　　　　　　　　短評と随想

「農村は困っている　　Ａ村の調査から」

　　『自由人』Ｎｏ．２１　　自由人協会　　　　　　　　　　　１９４７年９月２０日

「革命と反革命　　「勤労農民』への路　　」

　　「九州大学新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９４９年６月１日

「税金は安くなるか　　 ノヤウプ勧告をめくっ て　　」

　　ｒ統一戦線」　　全九州労働組合会議　　　　　　　　　１９４９年９月１０日

「ポンド切下げと日本への影響」

　　ｒ統一戦線」　　全九州労働組合会議　　　　　　　　　１９４９年１０月１日

「協同研究の問題点　　小さな経験の中から　　」

　　「九州大学新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５４年４月２５日

「セッツルメントの調査について」

　　「九州大学セッツルメソトニ ース」　　　　　　　　　１９５４年５月４日

「生産性向上運動に対する二つの反論」

　　「九州大学新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５６年１０月２５日

「組織票の取合いと政治活動の自由の軽視　　革新政党と労組へ苦言する　　」

　　「九州大学新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５８年６月１０日

「今年の労働運動にあらわれた特徴点」

　　「ねっぷう」　　八幡製鉄労働組合　　　　　　　　　　１９５８年１２月１５日

「物価はなぜ上かりつつけるか　　または独占価格のつり上げ　　」

　　「香里まなざし新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　１９６２年１２月１０日

「石炭危機の “根 っこ ”」

　　「立命館大学新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６２年１２月１１日

「労働運動における修正主義理論　　　『構造改革』論のその後　　」

　　「読書の友」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６３年１月１５日

「国鉄のキ ップ」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８１）



　３９８　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　「立命館学園新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６５年５月１目

「労働災害と部落問題」

　　「立命館学園新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６５年７月１目

「経済危機の現局面と国政策」

　　「立命館大学経済学会会報」　　　　　　　　　　　　　１９６６年７月７日

「牛肉と市民生活」

　　「立命館学園新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６６年１１月１１日

「経済学　　古典から謙虚に学ぶ　　」

　　「学生新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９６８年４月３ ・１０日

「冊の岩波文庫　　学生諸君に言いたい “昔かたり ”」

　　『経済学会会報』前期報告号，第３０号ｐ５６～５８

　　　　　　　　　　　　　立命館大学経済学会学生委員会　１９６８年７月

「経済学への私の道」

　　『立命館大学経済学会学生委員会会報』　新入生歓迎号ｐ６２～６４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７１年３月

「『九大杜研』再建のころ」

　　「福岡民報」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７４年１月２０日

「パリ通信＝５０日間のＰ　ＴＴスト」

　　『学習の友』Ｎｏ．２５８ｐ．６１～６４　　　　　　　　　　　　　１９７５年２月

「＜バリ通信０＞　フランスの青年労働者」

　　『労働運動』Ｎｏ．１１１ｐ．１９６～２００　　　　　　　　　　　１９７５年３月

「海外だより　 フランスの物価と税金」

　　『経済』Ｎｏ．１３１ｐ．１２０～１２３　　　　　　　　　　　　　　１９７５年３月

「＜バリ通信　＞　Ｃ　ＧＴの労働組合学校」

　　『労働運動』Ｎｏ．１１３ｐ．１９３～１９９　　　　　　　　　　　１９７５年５月

「＜パリ通信　＞　ＣＧＴの芸能労働組合」

「＜パリ通信　＞　堀江正規先生への返信」

　　『労働運動』Ｎｏ．１１４ｐ．１５９～１６７　　　　　　　　　　　１９７５年６月

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８２）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３９９

「＜パリ通信　＞　メー デー前後の悲しみと怒り」

　　『労働運動』Ｎｏ．１１５ｐ．１７２～１７７　　　　　　　　　　　１９７５年７月

「〔海外情報〕フラノス　失業反対と雇用防衛のたたかい」

　　『経済』Ｎｏ．１３５ｐ．７１～７７　　　　　　　　　　　　　　　１９７５年７月

「フラ１■ス留学雑記」

　　『立命館学園広報』＜留学紀行＞　５９号　２ｐ．　　　　　１９７５年１１月２０日

「〔新春ずいそう〕俸パンを半分にして買う話」

　　『学習の友』Ｎｏ．２６９ｐ．７～８　　　　　　　　　　　　　　１９７６年１月

「座談会 ’７６経済情勢と闘いの展望」

　　高橋昭三，戸木田嘉久，野村秀和，前川恭一

　　「京都民報」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７６年１月１１日

「私の古いスクラ ップから」

　　ｒ会報」Ｎｏ４立命館大学ラクヒー部ＯＢ会　　　　　　　１９７６年３月

「バルザ ックの『人間喜劇』によせて」

　　『学生委員会会報』新入生歓迎号，立命館大学経済学会学生委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７６年４月

「労働時間 ヌキで余暇語れぬ」

　　「京都新聞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７７年１月１日

「仏蘭西雑記」

　　『りつめい』Ｎｏ１２（通巻第８２号）　立命館大学校友会　２ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７７年３月２０日

「激動の底に経済」

　　ｒ立命館大学新聞」Ｎｏ．３１７　　　　　　　　　　　　　１９７７年４月８日

「労働問題研究の課題によせて　　 レーニノの一句から　　」

　　『経済科学通信』Ｎｏ．２２ｐ．１～２　　基礎経済科学研究所　１９７８年６月

「イソタヴ ユー　講座 ・今日の日本資本主義（大月書店）」

　　『蒼弩』Ｎｏ１５ｐ４～５　　　　　　立命生協書籍委員会　１９８１年１２月１４日

「明日ではおそすぎる　平和と民主主義のための行動を」

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８３）



　４００　　　　　　　　　　立命館経済学（第３７巻 ・第４ ・５号）

　　ｒ京都学習新聞』Ｎｏ．３２　　　　京都労働者学習揚議会　１９８３年１０月１７日

「バリのシ ェマール通りによせて」

　　ｒ京都学習新聞』Ｎｏ．３３　　　　京都労働者学習協議会　１９８３年１１月１７日

「資本論学習会終了式あいさつ　それでも歴史法則は貫徹する」

　　ｒ京都学習新聞」Ｎｏ．３４　　　　京都労働者学習協議会　１９８３年１２月１７日

「３５時間労働と西独スト」

　　「日高教情報」Ｎｏ９４８　　　　　日本高等学校教員組合　１９８４年４月２１目

「生活時間の国際比較」

　　「目高教情報」Ｎｏ９４９　　　　　日本高等学校教員組合　１９８４年５月２１目

「現代学問のすすめ」

　　『学園通信』Ｎｏ４５　　　　　　　　　　　立命館大学　１９８６年４月２８目

〔追悼のことは〕

「追悼」井上晴丸経済学部教授（現物不明）

「追悼」小田美苛穂学校法人立命館理事長（現物不明）

「短くはなかったおつきあい」腋なきを期す　　相沢先生の人と生涯』

　　　 ｐ．１６０～１６３　　「追悼 ・相沢秀一」刊行会　　　　　　１９８４年８月

「堀江さんの仕事はどのようにうけつがれているか」『あれから１Ｏ年
，

　堀江正規さんをしのぶ』ｐ２３～４８

　　　　　　　　　　　　　「堀江正規さんをしのぶ会」編　１９８５年８月２５日

「湯浅さんの思い出」『八ソ手が冬を　　湯浅克孝，その人と活動」

　　　ｐ２０２～２０６　　同編集委員会　　　　　　　　　　　　１９８６年８月

「１９６９年冬の季節　　武藤先生の思い出」『回想の武藤守　』

　　　ｐ１０８～１１７　　回想の武藤守　刊行委員会　　　　　　１９８６年９月

「追悼中林賢二郎先生　理論的業績を後世に」

　　丁賃金と杜会保障』Ｎｏ．９３２ｐ．５３　　　　　労働旬報杜　１９８６年２月下旬

「追悼　中林賢二郎さんの業績をしのぶ」

　　『経済』Ｎｏ．２６４ｐ．２９２～２９３　　　　　　　　　　　　　　１９８６年４月

「中林賢二郎さんの業績をしのぶ」『追悼　中林賢二郎』

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８４）



　　　　　　　　　　　戸木田嘉久教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　４０１

　　追悼文集刊行委員会編ｐ．３６～４２　　　　　労働旬報杜　１９８７年２月１１日

「正田先生と労働運動論　　その人と業績をしのんで　　」

　　正田誠　著『九州石炭産業史論』ｐ３２９～３３５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州大学出版会　１９８７年４月２０日

ｒ弔辞」

　　陥春』　故斉藤政治君追悼文集ｐ３～４　　　　文理閣　１９８７年４月２６日

ｒ私が立命にきたころの今田さん」

　　『今田博之，信之』Ｐ．７１～７４今田範子編ミネルヴ ァ書房　１９８７年７月７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上，１９８９年３月末現在）

（７８５）




